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令和５年度 校内実践報告会

来年度から実施する
中学部における
「社会」と「理科」の時間の指導
の検討について

社会・理科 教科部会社会 理科

東京都立高島特別支援学校
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スライドの見方

スライドの右上隅 中学部社会科

中学部理科

無 印 社会・理科共通

学習指導要領・
解説の引用

※「教科別の指導」と「●●（教科名）の時間の指導」の両方
の用語を用いる。

※報告では、「学習指導要領解説」を「解説」と略す。

社会

理科

報告の流れ
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１ 研究１年目（令和４年度）について
(1)成果
(2)課題
２ 研究２年目（令和５年度）について
(1)研究の内容と方法
ア 教科別の単元配列表の作成
イ 中学部１～３年の年間指導計画の作成
ウ 具体的な授業内容の検討

(2)研究の実際
(3)成果
(4)課題

①本校で行っている小１～中３の
｢各教科等を合わせた指導｣の中で、

学習指導要領に示されている
｢中学部社会科｣と｢小学部生活科｣
の内容を扱う単元を確認

次年度に向けて､｢中学部社会科｣
の単元配列表と年間指導計画
の作成につながる単元を
大まかに確認

１ 研究１年目（令和４年度）について

4
参考：福島県特別支援教育センター「『学びの履歴』シート」

（https://special-center.fcs.ed.jp/）

社会

（１）成果
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１ 研究１年目（令和４年度）について
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②小学部５･６年が次年度(令和５年度)

から実施する｢生活｣の時間の指導

に つ い て 、｢中 学 部 社 会 科｣に

円 滑 に 接 続 で き る よ う 、

「小学部生活科」の中で、

｢コ社会の仕組みと公共施設｣の内容

を扱うことを提案 参考：福島県特別支援教育センター「『学びの履歴』シート」
（https://special-center.fcs.ed.jp/）

社会

（１）成果
中学部社会科

小学部生活科との接続
※『特別支援学校学習指導要領解説各教科等編

（小学部・中学部）』より

ア 社会参加ときまり
「カ役割」と「ケきまり」に

関連するもの

イ 公共施設と制度
「コ社会の仕組みと公共施設」

を発展させたもの

ウ 地域の安全

「イ安全」と関連するもの

「コ社会の仕組みと公共施設」

の内容との関連

エ
産業と生活

「キ手伝い・仕事」の発展

「コ社会の仕組みと公共施設」

の内容との関連

オ 我が国の地理や歴史

「コ社会の仕組みと公共施設」

の地理的な内容や社会の様子

に関連するもの

カ 外国の様子 6

小学部生活科
社会教科会で確認した

現在（令和4年度）扱っている
「各教科等を合わせた指導」

イ 安全

日常生活の指導

遊びの指導

生活単元学習

カ 役割
日常生活の指導

生活単元学習

キ 手伝い・仕事
日常生活の指導

生活単元学習

ケ きまり
日常生活の指導

生活単元学習

コ
社会の仕組みと
公共施設

生活単元学習

２ 生活科の目標及び内容
（2）生活科の内容
（前略）「ケきまり」，「コ社会の仕組みと公共施設」は中学部における社会，「サ生命・自然」，「シものの仕組みと働き」は，
中学部における理科につながる内容としている。 『特別支援学校学習指導要領解説各教科等編（小学部・中学部） 第４章 第４節 第１生活科』

社会

①学習指導要領に示されている
「中学部理科」の内容の中で、

現在、｢各教科等を合わせた指導｣で
扱っているものはほとんどない
ことを確認

次年度に向けて､学習指導要領に
示されている中学部理科の内容
すべてを単元設定する必要がある
ことを確認

１ 研究１年目（令和４年度）について

7
『特別支援学校学習指導要領解説 各教科等編（小学部・中学部）』

目標・内容の一覧〔理科〕

理科

（１）成果

②小学部５･６年が次年度(令和５年度)から実施する｢生活｣の

時間の指導について、｢中学部理科｣に円滑に接続できるよう、

｢小学部生活科｣の中で､｢サ生命・自然｣･｢シものの仕組みや働き｣

の内容を扱うことを提案

１ 研究１年目（令和４年度）について
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理科

（１）成果
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２ 生活科の目標及び内容
（2）生活科の内容
（前略）「ケきまり」，「コ社会の仕組みと公共施設」は中学部における社会，「サ生命・自然」，「シものの仕組みと働き」は，
中学部における理科につながる内容としている。 『特別支援学校学習指導要領解説各教科等編（小学部・中学部） 第４章 第４節 第１生活科』

中学部理科 小学部生活科との接続
※『特別支援学校学習指導要領解説各教科等編

（小学部・中学部）』より１ 段 階 ２ 段 階

A

生

命

ア 身の回りの生物 ア 人の体のつくりと運動

「サ生命・自然」の内容との関連

イ 季節と生物

B
地
球
･
自
然

ア 太陽と地面の様子 ア 雨水の行方と地面の様子

イ 天気の様子

ウ 月と星

Ｃ
物
質
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

ア 物と重さ ア 水や空気と温度

「シものの仕組みと働き」の内容との関連

イ 風やゴムの力の働き

ウ 光や音の性質

エ 磁石の性質

オ 電気の通り道

理科 １ 研究１年目（令和４年度）について
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①確認した単元が、学習指導要領に準拠したものか。

②学習指導要領が示す｢小学部生活科｣と｢中学部社会科｣との

接続の確認

③令和６年度から中学部で実施する「社会」の時間の指導の

具体的な授業内容の検討

学習指導要領と学習指導要領解説の読み込み
（特別支援学校のほか、通常の小学校の「生活」「社会」も含む）

小学部と中学部の接続が分かる内容表と単元配列表の作成

「社会」の時間の指導として実施する単元とその目標の明確化
年間指導計画の作成

社会

（２）課題

１ 研究１年目（令和４年度）について
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①学習指導要領が示す「中学部理科」の理解

②学習指導要領が示す｢小学部生活科｣と｢中学部理科｣との

接続の確認

③令和６年度から中学部で実施する「理科」の時間の指導の

具体的な授業内容の検討

学習指導要領と学習指導要領解説の読み込み
（特別支援学校のほか、通常の小学校の「理科」も含む）

接続が分かる内容表と単元配列表の作成

「理科」の時間の指導として実施する単元とその目標の明確化
年間指導計画の作成

理科

（２）課題

２ 研究２年目（令和５年度）について
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ア 「中学部社会科」の単元配列表の作成
小学部の生活科の学習との関連を踏まえて，系統的・発展的に指導で

きるようにすること
『特別支援学校小学部・中学部学習指導要領 第２節中学部 第２款 第１ 〔社会〕 ３指導計画の作成と内容の取扱い (１)のイ』

１段階は小学部生活科とのつながり，２段階は高等部社会科への連続性を考慮
して設定されている。

『特別支援学校学習指導要領解説各教科等編（小学部・中学部）第４章 第５節中学部の各教科 第２社会科 １ (１) 目標の改訂の要点』

指導計画の作成に当たっては，（中略），特に小学校生活科・社会科や特別支援学校
小学部生活科の学習を踏まえ，系統的・発展的に指導できるように示している。

『特別支援学校学習指導要領解説各教科等編（小学部・中学部）第４章第５節中学部の各教科第２社会科１ (３)指導計画の作成と内容の取扱いの要点』

①「小学部生活科」と「中学部社会科」の接続と
「小学校生活科・社会科」との関連が分かる

学習指導要領（解説を含む）を整理した内容表を作成する。

社会

（１）研究の内容と方法
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２ 研究２年目（令和５年度）について
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ア 「中学部理科」の単元配列表の作成

１段階は小学部生活科とのつながりを，２段階は高等部理科へのつなが
りを考慮して設定されている。
『特別支援学校学習指導要領解説 各教科等編（小学部・中学部） 第４章 第５節中学部の各教科 第４理科 １の(１) 目標の改訂の要点』

①「小学部生活科」と「中学部社会科」の接続と
「小学校理科」との関連が分かる

学習指導要領（解説を含む）を整理した内容表を作成する。

「指導計画作成上の配慮事項」では，特に特別支援学校小学部生活科や小学校
生活科及び理科の学習を踏まえ，系統的・発展的に指導するとともに，（後略）。

『特別支援学校学習指導要領解説各教科等編（小学部・中学部）第４章第５節中学部の各教科第４理科１(３)指導計画の作成と内容の取扱いの要点』

理科

（１）研究の内容と方法

２ 研究２年目（令和５年度）について

（１）研究の内容と方法

ア 「中学部社会」/「中学部理科」単元配列表の作成
知 的 障 害 者 で あ る 児 童 又 は 生 徒 に 対 す る 教 育 を 行 う 特 別 支 援 学 校 に お い

て ， 各 教 科 の 指 導 に 当 た っ て は ， 各 教 科 の 段 階 に 示 す 内 容 を 基 に ， 児 童 又
は 生 徒 の 知 的 障 害 の 状 態 や 経 験 等 に 応 じ て ， 具 体 的 に 指 導 内 容 を 設 定 す る
も の と す る 。 そ の 際 ， 小 学 部 は ６ 年 間 ， 中 学 部 は ３ 年 間 を 見 通 し て 計 画 的
に指導するものとする。 『特別支援学校小学部・中学部学習指導要領 第１章総則 第３節の３ （1）内容等の取扱いク』

知 的 障 害 者 で あ る 児 童 又 は 生 徒 に 対 す る 教 育 を 行 う 特 別 支 援 学 校 に お い
て ， 各 教 科 ， 道 徳 科 ， 外 国 語 活 動 ， 特 別 活 動 及 び 自 立 活 動 の 一 部 又 は 全 部
を 合 わ せ て 指 導 を 行 う 場 合 ， 各 教 科 ， 道 徳 科 ， 外 国 語 活 動 ， 特 別 活 動 及 び
自 立 活 動 に 示 す 内 容 を 基 に ， 児 童 又 は 生 徒 の 知 的 障 害 の 状 態 や 経 験 等 に 応
じ て ， 具 体 的 に 指 導 内 容 を 設 定 す る も の と す る 。 ま た ， 各 教 科 等 の 内 容 の
一 部 又 は 全 部 を 合 わ せ て 指 導 を 行 う 場 合 に は ， 授 業 時 数 を 適 切 に 定 め る こ
と。 『特別支援学校小学部・中学部学習指導要領 第１章総則 第３節の３ （３）指導計画の作成等に当たっての配慮事項 アの(オ)』
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②内容表を基に、「生活」と「社会」/「理科」の時間の指導､
「各教科等を合わせた指導」（「社会性の学習」を除く）の単元を配置する。

２ 研究２年目（令和５年度）について

（１）研究の内容と方法

個々の児童の実態に即して，教科別の指導を行うほか，必要に応じて各教科，
道徳科，外国語活動，特別活動及び自立活動を合わせて指導を行うなど，効果
的な指導方法を工夫するものとする。その際，各教科等において育成を目指す
資質・能力を明らかにし，各教科等の内容間の関連を十分に図るよう配慮する
ものとする。

『特別支援学校小学部・中学部学習指導要領 第２章 第１節小学部 第２款 第２指導計画の作成と各教科全体にわたる内容の取扱い ２』
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指導計画の作成と各教科全体にわたる内容の取扱いについては，第２章第１節第
２款第２において特に示している事項に準ずるものとする。

『特別支援学校小学部・中学部学習指導要領 第２章 第２節中学部 第２款 第２指導計画の作成と各教科全体にわたる内容の取扱い』

２ 研究２年目（令和５年度）について

（１）研究の内容と方法

「個々の児童の実態に即して……効果的な指導方法を工夫」とは，個々の児童
の知的障害の状態や生活年齢に加え，興味や関心，これまでの学習や経験してき
た内容などを全体的に把握した上で，効果的な指導の形態を選択していくことで
ある。指導の形態には，教科ごとの時間を設けて指導する「教科別の指導」や各
教科，道徳科，外国語活動，特別活動及び自立活動を合わせて指導を行う「各教
科等を合わせた指導」がある。（本解説第４章第２節の３参考）単元などの学習
のまとまりをとおして，児童の学習成果が最大限に期待できる指導の形態を柔軟
に考えられるようにすることが大切である。
（中略）
児童の実態とともに，学習集団の構成などを踏まえ，適切な指導の形態を選択

し，カリキュラム・マネジメントを行っていくことが必要である。
『特別支援学校学習指導要領解説 各教科等編（小学部・中学部） 第４章 第４節小学部の各教科 第7』

16

そ の 際 ､ 「 教 科 別 の 指 導 」 と 「 各 教 科 等 を 合 わ せ た 指 導 」 、
ど ち ら で 指 導 す る こ と が 効 果 的 で あ る か を 考 慮 す る 。
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２ 研究２年目（令和５年度）について

（１）研究の内容と方法

○育成を目指す資質・能力の三つの柱に基づき，各教科等の目標や内容を構造
的に示した。その際，小学校及び中学校の各教科等の目標や内容等との連続
性や関連性を整理した。

『特別支援学校学習指導要領解説各教科等編（小学部・中学部）第４章 第１節 ３各教科等の改訂の要点』

知的障害のある児童生徒の実態が多様であることから，知的障害のある
児童生徒の学びの連続性を確保するため，小学校等の各教科等との内容構成を概
ね同じにしたり，各段階の目標の系統性や内容の連続性について小学校等の内容
を参考に充実したり，関連を分かりやすくし目標及び内容の系統性を整理した。

『特別支援学校学習指導要領解説各教科等編（小学部・中学部）第４章 第３節 ２各教科等の内容の改訂について』
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そ の 際 ､ 「 社 会 」 ・ 「 理 科 」 の 時 間 の 指 導 の 単 元 名 は ､
小 学 校 社 会 ・ 理 科 ３ ･ ４ 年 の 教 科 書 等 を 参 考 に す る 。

２ 研究２年目（令和５年度）について

イ 中学部１～３年の「社会」年間指導計画の作成

第２章以下に示す各教科，道徳科，外国語活動，特別活動及び自立

活動の内容に関する事項は ，特に示す場合を除き，いずれの学校にお
いても取り扱わなければならない。

『特別支援学校小学部・中学部学習指導要領 第１章 総則 第３節 ３教育課程の編成における共通的事項 (１)内容等の取扱い ア』
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作成に当たって、
中学部3年間で、学習指導要領の「中学部社会科」に示す内容を、
「 社 会 」 の 時 間 の 指 導 と 「 各 教 科 等 を 合 わ せ た 指 導 」 、

それぞれで扱う「中学部社会科」の内容を合わせることで網羅する。
そのことで、１単元当たりの授業時数を確保する。

社会

（１）研究の内容と方法

２ 研究２年目（令和５年度）について

イ 中学部１～３年の「理科」年間指導計画の作成

第２章以下に示す各教科，道徳科，外国語活動，特別活動及び自立

活動の内容に関する事項は ，特に示す場合を除き，いずれの学校にお
いても取り扱わなければならない。

『特別支援学校小学部・中学部学習指導要領 第１章 総則 第３節 ３教育課程の編成における共通的事項 (１)内容等の取扱い ア』
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作成に当たって、

中学 部 3年 間 で、 学習 指 導要 領 の「 中学 部 理科 」 に示 す内 容を 、

「理科」の時間の指導ですべて網羅する。

理科

（１）研究の内容と方法

２ 研究２年目（令和５年度）について

（１）研究の内容と方法

イ 中学部１～３年の「社会」/「理科」年間指導計画の作成
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第２章以下に示す各教科，道徳科，外国語活動，特別活動及び自立活動の
内容並びに各学年，各段階，各分野又は各言語の内容に掲げる事項の順序は，
特に示す場合を除き，指導の順序を示すものではないので，学校においては，
その取扱いについて適切な工夫を加えるものとする。

『特別支援学校小学部・中学部学習指導要領 第１章 総則 第３節 ３教育課程の編成における共通的事項 (１)内容等の取扱い ウ』

指導計画の作成に当たっては，個々の児童の知的障害の状態，生活年齢，学
習状況や経験等を考慮しながら，第１の各教科の目標及び内容を基に，６年間
を見通して，全体的な指導計画に基づき具体的な指導目標や指導内容を設定す
る も の と す る 。

『特別支援学校小学部・中学部学習指導要領 第２章 第１節小学部 第２款 第２指導計画の作成と各教科全体にわたる内容の取扱い １』

作成に当たって、３年間を見通して、
配当できる授業時数を考慮し､生徒の実態､学校の行事予定､地域資源などを踏まえ､
具体的な指導内容を確定し、効果的な指導ができるよう適切に配置する。
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２ 研究２年目（令和５年度）について

（１）研究の内容と方法

21

①年間授業時数を確認する。

②単元配列表に基づき､「社会」の時間の指導に関連する見学先

を検討する。

③単元の目標を明確にする。

④学年が上がるにつれて扱う内容が1段階から２段階へと高度に

なることと、各学年の校外活動や宿泊行事等の日程も踏まえ、

学年別に年間の単元を配列する。

２ 研究２年目（令和５年度）について

22

ウ 具体的な授業内容の検討

各学校においては， 地域の実態を生かして， 生徒が興味・関心をもって
学習に取り組めるようにするとともに， 観察や見学， 聞き取りなどの調査
活動を含む具体的な体験を伴う学習を通し，自分の生活と結び付けて 考 え
たことをまとめることで知識が深まるようにすること。
『特別支援学校小学部・中学部学習指導要領 第２章 第２節中学部 社会 ３指導計画の作成と内容の取扱い (２)のア』

地 域 資 源 を 活 用 し 、 具 体 的 ･ 体 験 的 な 学 習 を 重 視 し た 、
単 元 ご と の 目 標 を 達 成 す る 授 業 内 容 を 検 討 す る 。
その際､小学校社会３･４年の教科書や副読本等を参考にする。

社会

（１）研究の内容と方法

２ 研究２年目（令和５年度）について

23

ウ 具体的な授業内容の検討
ア 実験を行うに当たっては，身の回りのことや生活に関わる簡単なものを

取り扱うこと。
イ 生物，天気などに関する指導に当たっては，自然に親しむ活動や体験的
な活動を多く取り入れるとともに，生命を尊重し，身の回りの自然環境の
保全に寄与する態度を養うようにすること。

『特別支援学校小学部・中学部学習指導要領 第２章 第２節中学部 理科 ３指導計画の作成と内容の取扱い (２)』

観察，実験などの指導に当たっては，事故防止に十分留意すること。また，
環境整備に十分配慮すること。

『特別支援学校小学部・中学部学習指導要領 第２章 第２節中学部 理科 ３指導計画の作成と内容の取扱い (3)』

身の回りのことや生活に関わる簡単なものを取り扱い、
安全に十分配慮した、具体的･体験的な学習を重視した、
単元ごとの目標を達成する授業内容を検討する。
その際、小学校３・４年の教科書を参考にする。

理科

（１）研究の内容と方法

２ 研究２年目（令和５年度）について

ア 「中学部社会科」/「中学部理科」の単元配列表の作成
① ｢中学部社会科｣/｢中学部理科｣と｢小学部生活科｣の接続が分かる、
学習指導要領（解説を含む）を整理した内容表を作成する。

・「中学部社会科」/「中学部理科」と、
その接続に関連する「小学部生活科」
の内容の確認

・「中学部社会科」/「中学部理科」と、
それに関連する「小学校生活科」と
「小学校社会科」/「小学校理科」
の内容の確認

学習指導要領と
学習指導要領解説
の読み込み

24

（２）研究の実際
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中学部社会科
内容 小学部生活科

との接続
中学部社会科の項目間の関連

教科等横断的な視点１ 段 階 ２ 段 階

ア
社会参加と
きまり

(ｱ)社会参加するために必要な集団生活に関わる
学習活動

「カ役割」と
「ケきまり」に
関連するもの(ｲ)社会生活に必要なきまりに関わる学習活動

イ
公共施設と
制度

(ｱ)公共施設の役割に関わる学習活動
「コ社会の仕組み
と公共施設」を
発展させたもの(ｲ)制度の仕組みに関わる学習活動

２段階：「（ｱ）公共施設の役割に関わる学習活動」において
取り上げた公共施設との関連を図る（税金の使い道）・特
別活動等との関連を図る（選挙）

ウ
地域の
安全 (ｱ)地域の安全に関わる学習活動

「イ安全」と関連
するもの

２段階：「オ我が国の地理や歴史」との関連（地形や地理的
環境など地域の実態と災害との関係）を図る
「イ公共施設と制度」や他教科との関連を図る

エ
産業と
生活

(ｱ)仕事と生活に関わる
学習活動

(ｱ)県内の特色ある地域
に関わる学習活動

「キ手伝い・仕事」
を発展させたもの(ｲ)身近な産業と生活に

関わる学習活動
(ｲ)生活を支える事業に
関わる学習活動

２段階：「イ公共施設と制度」や他の教科と関連させながら
学習を進めていくことも有効
ごみ処理に関して，３Ｒ（リユース，リデュース，リサイクル）の
学習と，職業・家庭科で扱う「Ｃ消費生活・環境」の「イ環境
に配慮した生活」で学習するごみの分別と関連させる

オ
我が国の
地理や歴史

(ｱ)身近な地域や市区町村
の様子に関わる学習活動

(ｱ)身近な地域に関わる
学習活動 「コ社会の仕組み

と公共施設」の地
理的な内容や社会
の様子に関連する
もの

(ｲ)身近な地域の移り変わり
に関わる学習活動

(ｲ)県内の伝統や文化，
先人の働きや出来事
に関わる学習活動

２段階：ここで取り上げる文化財や年中行事については，２
段階の「エ産業と生活」において「人々の活動や産業の歴
史的背景などに着目して，地域の様子を捉え，それらの特
色を考え，表現すること」に取り上げられる「県内の特色あ
る地域の様子」の学習との違いに配慮

カ 外国の様子
(ｱ)世界の中の日本と国際交流に関わる学習活動

(ｲ)世界の様々な地域に
関わる学習活動 25

「中学部社会科」の「小学部生活科」との接続や教科等横断的な視点等の整理

『特別支援学校学習指導要領解説
各教科等編（小学部・中学部）』より

25

社会
中学部理科 内容 小学部生活科

との接続
中学部理科の
項目間の関連１ 段 階 ２ 段 階

A

生

命

ア
㋐生物の姿の違い

ア
㋐骨と筋肉

「サ生命・自然」
の内容との関連

㋑昆虫や植物の育ち方 ㋑骨と筋肉の働き

イ
㋐動物の活動と季節

㋑植物の成長と季節

B

地

球

・

自

然

ア
㋐日陰の位置

ア
㋐地面の傾きによる水の流れ １段階：方位については，日常生活や教科との関連を

図り，日常生活において使えるようにする㋑地面の暖かさの違い ㋑土の粒の大きさと水のしみ込み方

イ

㋐天気による１日の気温の変化

２段階：
㋐１日の気温の変化の様子を調べた結果を，他教科
との関連を図りながら，グラフを用いて表したり，その
変化の特徴を読み取ったりするような活動の充実
を図る
㋑自然界での水の状態変化を捉えるために，２段階
の「Cア水や空気と温度」の学習との関連を図る

内容の取扱いについての配慮事項「災害に関する基
礎的な理解が図られるようにする」２段階「（3）雨水
の行方と地面の様子」において，
長雨や集中豪雨がもたらす川の増水による自然災害
との関連を図りながら，学習
内容の理解を深める

㋑水の自然蒸発

ウ
㋐月の形と位置の変化

㋑星の明るさ，色

「中学部理科」の「小学部生活科」との接続等の整理

『特別支援学校学習指導要領解説 各教科等編（小学部・中学部）』より 26

理科

中学部理科 内容 小学部生活科
との接続

中学部理科の
項目間の関連１ 段 階 ２ 段 階

Ｃ
物
質
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

ア

㋐形と重さ

ア

㋐温度と体積の変化

「シものの仕組み
と働き」の内容と
の関連

１段階：
測定に際
して，機
器の使用
や重さの
単位につ
いては，
他教科の
学習との
関連を図
る

２段階：水は 100℃より低い温度で
も蒸発していることを捉えるように
するために，２段階「Ｂイ天気の様
子」における自然界での水の状態変
化の学習との関連を図る

㋑体積と重さ ㋑水の三態変化

イ
㋐風の力の働き

㋑ゴムの力の働き

ウ

㋐光の当て方と明るさや暖かさ

㋑光の当て方と明るさや暖かさ

㋒音の伝わり方

エ
㋐磁石に引き付けられる物

㋑異極と同極

オ
㋐電気を通すつなぎ方

㋑電気を通す物

「中学部理科」の「小学部生活科」との接続等の整理

『特別支援学校学習指導要領解説 各教科等編（小学部・中学部）』より

27

理科
中学部社会科 中学部１段階 小学校社会科 第３学年

オ 我が国の地理や歴史
（ｱ）身近な地域や市区町村の様子に関わる学習活動を
通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

(1)身近な地域や市区町村の様子について，学習の問題を追究・解決する活
動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

㋐身近な地域や自分たちの市の様子が分かること。
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。
(ｱ)身近な地域や自分たちの市の様子を大まかに理解すること。
(ｲ)観察・調査したり地図などの資料で調べたりして，白地図などにまとめること。

解
説

「身近な地域や自分たちの市の様子」とは，学校の回りの
道路の広さ，道路沿いの建物の様子など身近な地域の様
子から，県における市の位置，土地の高低や海岸沿いなど
の地形，住宅・商店街・田畑・森林・港などの様子，駅前・
大きな道路に面したところ・市街地の広がりなどの様子，
学校・公園・図書館など多くの市民が利用している公共施
設の場所，古くから残る建造物の分布などの市の様子の
ことである。

「身近な地域や自分たちの市の様子を大まかに理解すること」とは，都道府県
内における市の位置，市の地形や土地利用，交通の広がり，市役所など主な公
共施設の場所と働き，古くから残る建造物の分布などを基に，身近な地域や市
区町村の様子について理解することである。

㋑都道府県内における市の位置や市の地形，土地利用な
どに着目して，身近な地域や市の様子を捉え，場所による
違いを考え，表現すること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。
(ｱ)都道府県内における市の位置，市の地形や土地利用，交通の広がり，市役
所など主な公共施設の場所と働き，古くから残る建造物の分布などに着目して，
身近な地域や市の様子を捉え，場所による違いを考え，表現すること。

解
説

「都道府県内における市の位置」に着目するとは，都道府県全体から見た自分
たちの市や隣接する市などの位置や位置関係について調べることである。
「市の地形」に着目するとは，土地の低いところや高いところ，広々と開けた土地
や山々に囲まれた土地，川の流れているところや海に面したところなどの地形の
様子について調べることである。
「土地利用」に着目するとは，田や畑，森林の広がり，住宅や商店，工場の分布
など，土地利用の広がりや分布について調べることである。
「交通の広がり」に着目するとは，主な道路や鉄道の名称や主な経路などにつ
いて調べることである。

※表の見方

共 通 箇 所

知識及び技能

思考力，表現力，判断力等

学習指導要領解説

28

社会小学校の学習指導要領との比較（抜粋）
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目
標

中学部理科 中学部１段階 小学校理科 第３学年

Ｃ 物質・エネルギー
ア 物の性質，風やゴムの力の働き，光や音の性質，磁石
の性質及び電気の回路について気付き，観察，実験な
どに関する初歩的な技能を身に付けるようにする。

イ 物の性質，風やゴムの力の働き，光や音の性質，磁石
の性質及び電気の回路から，主に差異点や共通点に気
付き，疑問をもつ力を養う。

ウ 物の性質，風やゴムの力の働き，光や音の性質，磁石
の性質及び電気の回路について進んで調べ，学んだこ
とを日常生活などに生かそうとする態度を養う。

⑴ 物質・エネルギー
① 物の性質，風とゴムの力の働き，光と音の性質，磁石の性質

及び電気の回路についての理解を図り，観察，実験などに関
する基本的な技能を身に付けるようにする。

② 物の性質，風とゴムの力の働き，光と音の性質，磁石の性質
及び電気の回路について追究する中で，主に差異点や共通
点を基に，問題を見いだす力を養う。

③ 物の性質，風とゴムの力の働き，光と音の性質，磁石の性質
及び電気の回路について追究する中で，主体的に問題解決し
ようとする態度を養う。

内
容

Ｃ 物質・エネルギー
イ 風やゴムの力の働き
風やゴムの力の働きについて，力と物の動く様子に着目し
て，それらを比較しながら調べる活動を通して，次の事項
を身に付けることができるよう指導する。
ア 次のことを理解するとともに，観察，実験などに関する
初歩的な技能を身に付けること。
㋐ 風の力は，物を動かすことができること。また，風の力
の大きさを変えると，物が動く様子も変わること。
㋑ ゴムの力は，物を動かすことができること。また，ゴムの
力の大きさを変えると，物が動く様子も変わること。

イ 風やゴムの力で物が動く様子について調べる中で，差
異点や共通点に気付き，風やゴムの力の働きについて
の疑問をもち，表現すること。

Ａ 物質・エネルギー
⑵ 風とゴムの力の働き

風とゴムの力の働きについて，力と物の動く様子に着目して，
それらを比較しながら調べる活動を通して，次の事項を身に付け
ることができるよう指導する。
ア 次のことを理解するとともに，観察，実験などに関する技能を
身に付けること。

（ア） 風の力は，物を動かすことができること。また，風の力の大
きさを変えると，物が動く様子も変わること。

（イ） ゴムの力は，物を動かすことができること。また，ゴムの力
の大きさを変えると，物が動く様子も変わること。

イ 風とゴムの力で物が動く様子について追究する中で，差異点
や共通点を基に，風とゴムの力の働きについての問題を見いだ
し，表現すること。 29

※表の見方 異なる箇所 理科小学校の学習指導要領との比較（抜粋）

参考：熊本大学教育学部附属特別支援学校「指導内容確認表」（https://musashi.educ.kumamoto-u.ac.jp/shidounaiyou/） 30

「中学部社会科」と関係する「小学部生活科」の指導内容表（抜粋） 社会

参考：熊本大学教育学部附属特別支援学校「指導内容確認表」（https://musashi.educ.kumamoto-u.ac.jp/shidounaiyou/） 31

理科「中学部理科」と関係する「小学部生活科」の指導内容表（抜粋）

「小学部生活科」と
「中学部社会科」
の学習指導要領の
「内容」を、
学習指導要領解説
に基づき整理した
表を作成

小学校の「生活」「社会」
との関連も確認

「中学部社会科」
の内容表（抜粋）

32

社会
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「中学部理科」の
内容表（抜粋）

33

小学校の「理科」
との関連も確認

理科

「小学部生活科」と
「中学部理科」
の学習指導要領の
「内容」を、
学習指導要領解説
に基づき整理した
表を作成

２ 研究２年目（令和５年度）について

（２）研究の実際

ア 「中学部社会科」の単元配列表の作成
②内容表を基に、「生活」と「社会」の時間の指導、
「各教科等を合わせた指導」（「社会性の学習」を除く）の単元を
配置する。

・実際行っている授業・単元の確認

・「社会」の時間の指導
（「生活単元学習」として扱う
可能性もあり)として設定が
必要な箇所に単元を設定

「中学部社会科」
の内容表

34

社会

小学部・中学部 共通 ：
各教科等を合わせた指導

小学部５・６年：
「生活」の時間の指導も含む

中学部社会科
１・２段階：

中学部１・２・３年

35

小学部生活科
１段階：小学部１・２年
２段階：小学部３・４年
３段階：小学部５・６年

社会所属学年で実際行っている
授業・単元を付せんに記入し、
貼る作業を行う。

生活単元学習：校外歩行

生活単元学習：買い物学習生単：自動販売機の利用

生活単元学習：GIGAスクール端末を活用した調べ学習

作業学習：作業販売

生活単元学習：身近な店・公園・駅などの利用

生活単元学習：社会見学・移動教室・修学旅行等の事前・事後学習

日常生活の指導：朝の会・帰りの会

生活単元学習：公共施設の利用
生活：

公共施設の利用

現在行っている
教科等・単元を
表に追記

36

社会
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生活単元学習：校外歩行

生活単元学習：買い物学習生単：自動販売機の利用

生活単元学習：GIGAスクール端末を活用した調べ学習

作業学習：作業販売

生活単元学習：身近な店・公園・駅などの利用

生活単元学習：社会見学・移動教室・修学旅行等の事前・事後学習

日常生活の指導：朝の会・帰りの会

生活単元学習：公共施設の利用

生活：
公共施設の利用

社会：

学校のあるまち

板橋

社会

or

生単(宿泊行事との関連)：

東京都の様子

「社会」の時間の指導
または「生活単元学習」
として設定が必要な箇所に
単元を設定

「中学部社会科」
の単元配列表（抜粋）

37

社会 ２ 研究２年目（令和５年度）について

（２）研究の実際

ア 「中学部理科」の単元配列表の作成
②内容表を基に、「生活」と「理科」の時間の指導、
「各教科等を合わせた指導」（「社会性の学習」を除く）の単元を
配置する。

・実際行っている授業・単元の確認

・すべての内容項目に
｢理科｣の時間の指導の単元を設定

「中学部理科」
の内容表

38

理科

39

生単：風やゴムで遊ぼう
生活：

作って遊ぼう
（風・ゴム）

現在行っている
教科等・単元を
表に追記

理科

40

「中学部理科」の
単元配列表（抜粋）

生単：風やゴムで遊ぼう
生活：

作って遊ぼう
（風・ゴム）

理科：
風やゴムで動かそう

すべての内容
項目に単元を
設定

理科
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２ 研究２年目（令和５年度）について

（２）研究の実際

①年間授業時数を確認する。

・社会と理科の時間の指導を合わせて
年間授業時数３５時間 （週１時間）
設定

・年間授業時数３５時間のほぼ半分
(社会１７時間・理科１８時間)の設定

教務主任
中学部主任
社会教科部会
理科教科部会
との時数確認

41

イ 中学部１～３年の「社会」/「理科」年間指導計画の作成

２ 研究２年目（令和５年度）について

（２）研究の実際

中学部１年 消防署・警察署
〔社会：イ公共施設と制度１段階(ア) 〕

中学部２年 板橋区立教育科学館
〔理科:Ｂ地球･自然 ２段階 ウ月と星〕

中学部３年 板橋清掃工場
〔社会：エ産業と生活 ２段階(イ) 〕

中学部主任会で
検討

42

②単元配列表に基づき､「社会」と「理科」の時間の指導に
関連する見学先を検討する。

２ 研究２年目（令和５年度）について

（２）研究の実際

・各項目について、｢知識及び技能｣
｢思考力,判断力,表現力等｣の内容
を再確認

・文末に「できる｡｣等を加える。
・項目別に、段階による違いや、
育成を目指す資質・能力が明確に
なるよう並べる。

内容表
(学習指導要領の｢内容｣)

43

③単元の目標を明確にする。

オ 我が国の地理や歴史
（ｱ） 身近な地域や市区町村（以下第２章第２節第２款において「市」とい

う。）の様子に関わる学習活動を通して，次の事項を身に付けることが
できるよう指導する。
㋐ 身近な地域や自分たちの市の様子が分かること。
㋑ 都道府県（以下第２章第２節第２款第１〔社会〕（2）内容において「県」

という。）内における市の位置や市の地形，土地利用などに着目して，
身近な地域や市の様子を捉え，場所による違いを考え，表現すること。

（ｲ） 身近な地域の移り変わりに関わる学習活動を通して， 次の事項を身に
付けることができるよう指導する。
㋐ 身近な地域や自分たちの市の様子，人々の生活は，時間とともに移

り変わってきたことを知ること。
㋑ 交通や人口，生活の道具などの時期による違いに着目して， 市や人々

の生活の様子を捉え，それらの変化を考え，表現すること。

知識及び技能

思考力,判断力,表現力等

知識及び技能

思考力,判断力,表現力等

『特別支援学校学習指導要領（小学部・中学部） 第２章 第２節中学部 第２款 第１ 〔社会〕 ２ １段階 (２)内容』 44

社会目標作成の例
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45

オ 我が国の地理や歴史
（ｱ） 身近な地域や市区町村（以下第２章第２節第２款において「市」とい

う。）の様子に関わる学習活動を通して，次の事項を身に付けることが
できるよう指導する。
㋐ 身近な地域や自分たちの市の様子が分かること。
㋑ 都道府県（以下第２章第２節第２款第１〔社会〕（2）内容において「県」

という。）内における市の位置や市の地形，土地利用などに着目して，
身近な地域や市の様子を捉え，場所による違いを考え，表現すること。

（ｲ） 身近な地域の移り変わりに関わる学習活動を通して， 次の事項を身に
付けることができるよう指導する。
㋐ 身近な地域や自分たちの市の様子，人々の生活は，時間とともに移

り変わってきたことを知ること。
㋑ 交通や人口，生活の道具などの時期による違いに着目して， 市や人々

の生活の様子を捉え，それらの変化を考え，表現すること。

分かる。

知る。

表現することができる。

表現することができる。

『特別支援学校学習指導要領（小学部・中学部） 第２章 第２節中学部 第２款 第１ 〔社会〕 ２ １段階 (２)内容』

社会 「中学部社会科」の目標一覧

参考：独立行政法人国立特別支援教育
総合研究所「障害種別特定研究 知的
障害教育における授業づくりと学習評価
に関する研究（令和３年度～４年度）研
究成果報告書」令和５年３月

教　科 内　容 三つの柱 段階 小学部生活

1
社会参加するために必要な集団生活に関わる活動を通して，学級や学校の中で，自分の意見を述べたり相手の意見を聞いたりするなど，集団生活の中で

の役割を果たすための知識や技能を身に付ける。

2
社会参加するために必要な集団生活に関わる活動を通して，学級や学校の中で，意見を述べ合い，助け合い，協力しながら生活する必要性を理解し，その

ための知識や技能を身に付ける。

1 社会生活に必要なきまりに関わる学習活動を通して，家庭や学校でのきまりを知り，生活の中でそれを守ることの大切さが分かる。

2 社会生活に必要なきまりに関わる学習活動を通して，家庭や学校，地域社会でのきまりは，社会生活を送るために必要であることを理解することができる。

1 社会参加するために必要な集団生活に関わる活動を通して，集団生活の中で何が必要かに気付き，自分の役割を考え，表現することができる。

2
社会参加するために必要な集団生活に関わる活動を通して，周囲の状況を判断し，集団生活の中での自分の役割と責任について考え，表現することがで

きる。

1 社会生活に必要なきまりに関わる学習活動を通して，社会生活ときまりとの関連を考え，表現することができる。

2 社会生活に必要なきまりに関わる学習活動を通して，社会生活に必要なきまりの意義について考え，表現することができる。

1 公共施設の役割に関わる学習活動を通して，身近な公共施設や公共物の役割が分かる。

2 公共施設の役割に関わる学習活動を通して，自分の生活の中での公共施設や公共物の役割とその必要性を理解することができる。

1 制度の仕組みに関わる学習活動を通して，身近な生活に関する制度が分かる。

2 制度の仕組みに関わる学習活動を通して，社会に関する基本的な制度について理解することができる。

1 公共施設の役割に関わる学習活動を通して，公共施設や公共物について調べ，それらの役割を考え，表現することができる。

2 公共施設の役割に関わる学習活動を通して，公共施設や公共物の役割について調べ，生活の中での利用を考え，表現することができる。

1 制度の仕組みに関わる学習活動を通して，身近な生活に関する制度について調べ，自分との関わりを考え，表現することができる。

2 制度の仕組みに関わる学習活動を通して，社会に関する基本的な制度について調べ，それらの意味を考え，表現することができる。

1 地域の安全に関わる学習活動を通して，地域の安全を守るため，関係機関が地域の人々と協力していることが分かる。

2
地域の安全に関わる学習活動を通して，地域の関係機関や人々は，過去に発生した地域の自然災害や事故に対し，様々な協力をして対処してきたことや，

今後想定される災害に対し，様々な備えをしていることを理解することができる。

1
地域の安全に関わる学習活動を通して，地域における災害や事故に対する施設・設備などの配置，緊急時への備えや対応などに着目して，関係機関や地

域の人々の諸活動を捉え，そこに関わる人々の働きを考え，表現することができる。

2
地域の安全に関わる学習活動を通して，過去に発生した地域の自然災害や事故，関係機関の協力などに着目して，危険から人々を守る活動と働きを考え，

表現することができる。

1 仕事と生活に関わる学習活動を通して，生産の仕事は，地域の人々の生活と密接な関わりをもって行われていることが分かる。

2 県内の特色ある地域に関わる学習活動を通して，地域では，人々が協力し，産業の発展に努めていることを理解することができる。

1 身近な産業と生活に関わる学習活動を通して，販売の仕事は，消費者のことを考え，工夫して行われていることが分かる。

2
生活を支える事業に関わる学習活動を通して，水道，電気及びガスなどの生活を支える事業は，安全で安定的に供給や処理できるよう実施されていること

や，地域の人々の健康な生活の維持と向上に役立っていることを理解することができる。

1
仕事と生活に関わる学習活動を通して，仕事の種類や工程などに着目して，生産に携わっている人々の仕事の様子を捉え，地域の人々の生活との関連を

考え，表現することができる。

2
県内の特色ある地域に関わる学習活動を通して，人々の活動や産業の歴史的背景などに着目して，地域の様子を捉え，それらの特色を考え，表現すること

ができる。

1
身近な産業と生活に関わる学習活動を通して，消費者の願いや他地域との関わりなどに着目して，販売の仕事に携わっている人々の仕事の様子を捉え，そ

れらの仕事に見られる工夫を考え，表現することができる。

2
生活を支える事業に関わる学習活動を通して，供給や処理の仕組みや関係機関の協力などに着目して，水道，電気及びガスなどの生活を支える事業の様

子を捉え，それらの事業が果たす役割を考え，表現することができる。

1 身近な地域や市区町村の様子に関わる学習活動を通して，身近な地域や自分たちの市の様子が分かる。

2 身近な地域に関わる学習活動を通して，自分たちの県の概要を理解することができる。

1 身近な地域の移り変わりに関わる学習活動を通して，身近な地域や自分たちの市の様子，人々の生活は，時間とともに移り変わってきたことを知る。

2 県内の伝統や文化，先人の働きや出来事に関わる学習活動を通して，県内の主な歴史を手掛かりに，先人の働きや出来事，文化遺産などを知る。

1
身近な地域や市区町村の様子に関わる学習活動を通して，都道府県（以下第２章第２節第２款第１〔社会〕（2) 内容において「県」という。）内における市

の位置や市の地形，土地利用などに着目して，身近な地域や市の様子を捉え，場所による違いを考え，表現することができる。

2
身近な地域に関わる学習活動を通して，我が国における自分たちの県の位置，県全体の地形などに着目して，県の様子を捉え，地理的環境の特色を考え，

表現することができる。

1
身近な地域の移り変わりに関わる学習活動を通して，交通や人口，生活の道具などの時期による違いに着目して，市や人々の生活の様子を捉え，それらの

変化を考え，表現することができる。

2
県内の伝統や文化，先人の働きや出来事に関わる学習活動を通して，歴史的背景や現在に至る経緯などに着目し，県内の文化財や年中行事の様子を捉

え，それらの特色を考え，表現することができる。

1 世界の中の日本と国際交流に関わる学習活動を通して，文化や風習の特徴や違いを知る。

2 世界の中の日本と国際交流に関わる学習活動を通して，文化や風習の特徴や違いを理解することができる。

2 (ｲ)㋐ 世界の様々な地域に関わる学習活動を通して，人々の生活の様子を大まかに理解することができる。

1 世界の中の日本と国際交流に関わる学習活動を通して，そこに暮らす人々の生活などに着目して，日本との違いを考え，表現することができる。

2 世界の中の日本と国際交流に関わる学習活動を通して，人々の生活や習慣などに着目して，多様な文化について考え，表現することができる。

2 (ｲ)㋑
世界の様々な地域に関わる学習活動を通して，世界の出来事などに着目して，それらの国の人々の生活の様子を捉え，交流することの大切さを考え，表現

することができる。

1
日常生活に関わる社会的事象について具体的に考えたり関連付けたりする活動を通して，身近な社会に自ら関わろうとする意欲をもち，地域社会の中で生

活することの大切さについての自覚することができる。

2
日常生活に関わる社会的事象について具体的に考えたり関連付けたりする活動を通して，社会に自ら関わろうとする意欲をもち，地域社会の中で生活する

ことの大切さについての自覚することができる。

(ｱ)㋐

(ｲ)㋐

(ｱ)㋑

(ｲ)㋑

(ｱ)㋐

カ外国の様子

知識及び

技能

思考力,

判断力,

表現力等

学びに向かう力,人間性等

目     標

中

学

部

社

会

ア社会参加ときまり

知識及び

技能

思考力,

判断力,

表現力等

(ｱ)㋐

(ｱ)㋑

オ我が国の地理や歴史

ウ地域の安全

知識及び

技能

思考力,

判断力,

表現力等

エ産業と生活

知識及び

技能

思考力,

判断力,

表現力等

イ公共施設と制度

知識及び

技能

思考力,

判断力,

表現力等

知識及び

技能

思考力,

判断力,

表現力等

(ｲ)㋐

(ｱ)㋑

(ｱ)㋐

(ｱ)㋑

(ｲ)㋑

イ安全

キ手伝い・仕事

カ役割

カ役割

ケきまり

ケきまり

コ社会の仕組み

と公共施設

コ社会の仕組み

と公共施設
の

地理的な内容や

社会の様子に

関連するもの

共通

(ｱ)㋐

(ｲ)㋐

(ｱ)㋑

(ｲ)㋑

目標ウ

(ｱ)㋐

(ｲ)㋐

(ｱ)㋑

(ｲ)㋑

社会

1 身近な地域や市区町村の様子に関わる学習活動を通して，身近な地域や自分たちの市の様子が分かる。

2 身近な地域に関わる学習活動を通して，自分たちの県の概要を理解することができる。

1 身近な地域の移り変わりに関わる学習活動を通して，身近な地域や自分たちの市の様子，人々の生活は，時間とともに移り変わってきたことを知る。
2 県内の伝統や文化，先人の働きや出来事に関わる学習活動を通して，県内の主な歴史を手掛かりに，先人の働きや出来事，文化遺産などを知る。

1
身近な地域や市区町村の様子に関わる学習活動を通して，都道府県（以下第２章第２節第２款第１〔社会〕（2) 内容において「県」という。）内における市

の位置や市の地形，土地利用などに着目して，身近な地域や市の様子を捉え，場所による違いを考え，表現することができる。

2
身近な地域に関わる学習活動を通して，我が国における自分たちの県の位置，県全体の地形などに着目して，県の様子を捉え，地理的環境の特色を考え，

表現することができる。

1
身近な地域の移り変わりに関わる学習活動を通して，交通や人口，生活の道具などの時期による違いに着目して，市や人々の生活の様子を捉え，それらの

変化を考え，表現することができる。

2
県内の伝統や文化，先人の働きや出来事に関わる学習活動を通して，歴史的背景や現在に至る経緯などに着目し，県内の文化財や年中行事の様子を捉

え，それらの特色を考え，表現することができる。

オ我が国の地理や歴史

知識及び

技能

思考力,

判断力,

表現力等

コ社会の仕組

みと公共施設

の

地理的な内容や

社会の様子に

関連するもの

(ｱ)㋐

(ｲ)㋐

(ｱ)㋑

(ｲ)㋑

46

47

○１段階
（1）目 標

日常生活に関わる社会的事象が分かり，地域社会の一員としての資質・
能力の基礎を次のとおり育成することを目指す。
ア 身近な地域や市区町村の地理的環境，地域の安全を守るための諸活動，
地域の産業と消費生活の様子及び身近な地域の様子の移り変わり並びに
社会生活に必要なきまり，公共施設の役割及び外国の様子について，具
体的な活動や体験を通して，自分との関わりが分かるとともに，調べま
とめる技能を身に付けるようにする。

イ 社会的事象について，自分の生活や地域社会と関連付けて具体的に考
えたことを表現する基礎的な力を養う。

ウ 身近な社会に自ら関わろうとする意欲をもち，地域社会の中で生活す
ることの大切さについての自覚を養う。

知識及び技能

思考力,判断力,表現力等

学びに向かう力，人間性等

自覚することができる。

『特別支援学校学習指導要領（小学部・中学部） 第２章 第２節中学部 第２款 第１ 〔社会〕 ２ １段階 (１)目標』

社会

48

「中学部社会科」の目標一覧

参考：独立行政法人国立特別支援教育
総合研究所「障害種別特定研究 知的
障害教育における授業づくりと学習評価
に関する研究（令和３年度～４年度）研
究成果報告書」令和５年３月

教　科 内　容 三つの柱 段階 小学部生活

1
社会参加するために必要な集団生活に関わる活動を通して，学級や学校の中で，自分の意見を述べたり相手の意見を聞いたりするなど，集団生活の中で

の役割を果たすための知識や技能を身に付ける。

2
社会参加するために必要な集団生活に関わる活動を通して，学級や学校の中で，意見を述べ合い，助け合い，協力しながら生活する必要性を理解し，その

ための知識や技能を身に付ける。

1 社会生活に必要なきまりに関わる学習活動を通して，家庭や学校でのきまりを知り，生活の中でそれを守ることの大切さが分かる。

2 社会生活に必要なきまりに関わる学習活動を通して，家庭や学校，地域社会でのきまりは，社会生活を送るために必要であることを理解することができる。

1 社会参加するために必要な集団生活に関わる活動を通して，集団生活の中で何が必要かに気付き，自分の役割を考え，表現することができる。

2
社会参加するために必要な集団生活に関わる活動を通して，周囲の状況を判断し，集団生活の中での自分の役割と責任について考え，表現することがで

きる。

1 社会生活に必要なきまりに関わる学習活動を通して，社会生活ときまりとの関連を考え，表現することができる。

2 社会生活に必要なきまりに関わる学習活動を通して，社会生活に必要なきまりの意義について考え，表現することができる。

1 公共施設の役割に関わる学習活動を通して，身近な公共施設や公共物の役割が分かる。

2 公共施設の役割に関わる学習活動を通して，自分の生活の中での公共施設や公共物の役割とその必要性を理解することができる。

1 制度の仕組みに関わる学習活動を通して，身近な生活に関する制度が分かる。

2 制度の仕組みに関わる学習活動を通して，社会に関する基本的な制度について理解することができる。

1 公共施設の役割に関わる学習活動を通して，公共施設や公共物について調べ，それらの役割を考え，表現することができる。

2 公共施設の役割に関わる学習活動を通して，公共施設や公共物の役割について調べ，生活の中での利用を考え，表現することができる。

1 制度の仕組みに関わる学習活動を通して，身近な生活に関する制度について調べ，自分との関わりを考え，表現することができる。

2 制度の仕組みに関わる学習活動を通して，社会に関する基本的な制度について調べ，それらの意味を考え，表現することができる。

1 地域の安全に関わる学習活動を通して，地域の安全を守るため，関係機関が地域の人々と協力していることが分かる。

2
地域の安全に関わる学習活動を通して，地域の関係機関や人々は，過去に発生した地域の自然災害や事故に対し，様々な協力をして対処してきたことや，

今後想定される災害に対し，様々な備えをしていることを理解することができる。

1
地域の安全に関わる学習活動を通して，地域における災害や事故に対する施設・設備などの配置，緊急時への備えや対応などに着目して，関係機関や地

域の人々の諸活動を捉え，そこに関わる人々の働きを考え，表現することができる。

2
地域の安全に関わる学習活動を通して，過去に発生した地域の自然災害や事故，関係機関の協力などに着目して，危険から人々を守る活動と働きを考え，

表現することができる。

1 仕事と生活に関わる学習活動を通して，生産の仕事は，地域の人々の生活と密接な関わりをもって行われていることが分かる。

2 県内の特色ある地域に関わる学習活動を通して，地域では，人々が協力し，産業の発展に努めていることを理解することができる。

1 身近な産業と生活に関わる学習活動を通して，販売の仕事は，消費者のことを考え，工夫して行われていることが分かる。

2
生活を支える事業に関わる学習活動を通して，水道，電気及びガスなどの生活を支える事業は，安全で安定的に供給や処理できるよう実施されていること

や，地域の人々の健康な生活の維持と向上に役立っていることを理解することができる。

1
仕事と生活に関わる学習活動を通して，仕事の種類や工程などに着目して，生産に携わっている人々の仕事の様子を捉え，地域の人々の生活との関連を

考え，表現することができる。

2
県内の特色ある地域に関わる学習活動を通して，人々の活動や産業の歴史的背景などに着目して，地域の様子を捉え，それらの特色を考え，表現すること

ができる。

1
身近な産業と生活に関わる学習活動を通して，消費者の願いや他地域との関わりなどに着目して，販売の仕事に携わっている人々の仕事の様子を捉え，そ

れらの仕事に見られる工夫を考え，表現することができる。

2
生活を支える事業に関わる学習活動を通して，供給や処理の仕組みや関係機関の協力などに着目して，水道，電気及びガスなどの生活を支える事業の様

子を捉え，それらの事業が果たす役割を考え，表現することができる。

1 身近な地域や市区町村の様子に関わる学習活動を通して，身近な地域や自分たちの市の様子が分かる。

2 身近な地域に関わる学習活動を通して，自分たちの県の概要を理解することができる。

1 身近な地域の移り変わりに関わる学習活動を通して，身近な地域や自分たちの市の様子，人々の生活は，時間とともに移り変わってきたことを知る。

2 県内の伝統や文化，先人の働きや出来事に関わる学習活動を通して，県内の主な歴史を手掛かりに，先人の働きや出来事，文化遺産などを知る。

1
身近な地域や市区町村の様子に関わる学習活動を通して，都道府県（以下第２章第２節第２款第１〔社会〕（2) 内容において「県」という。）内における市

の位置や市の地形，土地利用などに着目して，身近な地域や市の様子を捉え，場所による違いを考え，表現することができる。

2
身近な地域に関わる学習活動を通して，我が国における自分たちの県の位置，県全体の地形などに着目して，県の様子を捉え，地理的環境の特色を考え，

表現することができる。

1
身近な地域の移り変わりに関わる学習活動を通して，交通や人口，生活の道具などの時期による違いに着目して，市や人々の生活の様子を捉え，それらの

変化を考え，表現することができる。

2
県内の伝統や文化，先人の働きや出来事に関わる学習活動を通して，歴史的背景や現在に至る経緯などに着目し，県内の文化財や年中行事の様子を捉

え，それらの特色を考え，表現することができる。

1 世界の中の日本と国際交流に関わる学習活動を通して，文化や風習の特徴や違いを知る。

2 世界の中の日本と国際交流に関わる学習活動を通して，文化や風習の特徴や違いを理解することができる。

2 (ｲ)㋐ 世界の様々な地域に関わる学習活動を通して，人々の生活の様子を大まかに理解することができる。

1 世界の中の日本と国際交流に関わる学習活動を通して，そこに暮らす人々の生活などに着目して，日本との違いを考え，表現することができる。

2 世界の中の日本と国際交流に関わる学習活動を通して，人々の生活や習慣などに着目して，多様な文化について考え，表現することができる。

2 (ｲ)㋑
世界の様々な地域に関わる学習活動を通して，世界の出来事などに着目して，それらの国の人々の生活の様子を捉え，交流することの大切さを考え，表現

することができる。

1
日常生活に関わる社会的事象について具体的に考えたり関連付けたりする活動を通して，身近な社会に自ら関わろうとする意欲をもち，地域社会の中で生

活することの大切さについての自覚することができる。

2
日常生活に関わる社会的事象について具体的に考えたり関連付けたりする活動を通して，社会に自ら関わろうとする意欲をもち，地域社会の中で生活する

ことの大切さについての自覚することができる。

(ｱ)㋐

(ｲ)㋐

(ｱ)㋑

(ｲ)㋑

(ｱ)㋐

カ外国の様子

知識及び

技能

思考力,

判断力,

表現力等

学びに向かう力,人間性等

目     標

中

学

部

社

会

ア社会参加ときまり

知識及び

技能

思考力,

判断力,

表現力等

(ｱ)㋐

(ｱ)㋑

オ我が国の地理や歴史

ウ地域の安全

知識及び

技能

思考力,

判断力,

表現力等

エ産業と生活

知識及び

技能

思考力,

判断力,

表現力等

イ公共施設と制度

知識及び

技能

思考力,

判断力,

表現力等

知識及び

技能

思考力,

判断力,

表現力等

(ｲ)㋐

(ｱ)㋑

(ｱ)㋐

(ｱ)㋑

(ｲ)㋑

イ安全

キ手伝い・仕事

カ役割

カ役割

ケきまり

ケきまり

コ社会の仕組み

と公共施設

コ社会の仕組み

と公共施設
の

地理的な内容や

社会の様子に

関連するもの

共通

(ｱ)㋐

(ｲ)㋐

(ｱ)㋑

(ｲ)㋑

目標ウ

(ｱ)㋐

(ｲ)㋐

(ｱ)㋑

(ｲ)㋑

1
日常生活に関わる社会的事象について具体的に考えたり関連付けたりする活動を通して，身近な社会に自ら関わろうとする意欲をもち，地域社会の中で

生活することの大切さについて自覚することができる。

2
日常生活に関わる社会的事象について具体的に考えたり関連付けたりする活動を通して，社会に自ら関わろうとする意欲をもち，地域社会の中で生活する

ことの大切さについて自覚することができる。

目標ウ学びに向かう力,人間性等

社会
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49

イ 風やゴムの力の働き

風やゴムの力の働きについて，力と物の動く様子に着目して，それらを比較し

ながら調べる活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

（ｱ）次のことを理解するとともに，観察，実験などに関する初歩的な技能を身

に付けること。

㋐風の力は，物を動かすことができること。また，風の力の大きさを変えると，

物が動く様子も変わること。

㋑ ゴムの力は，物を動かすことができること。また，ゴムの力の大きさを変え

ると，物が動く様子も変わること。

（ｲ）風やゴムの力で物が動く様子について調べる中で，差異点や共通点に気

付き，風やゴムの力の働きについての疑問をもち，表現すること。
『特別支援学校学習指導要領（小学部・中学部） 第２章 第２節中学部 第２款 第１ 〔理科〕 ２ １段階 (２)内容』

理科

知識 技能

目標作成の例

50

イ 風やゴムの力の働き

風やゴムの力の働きについて，力と物の動く様子に着目して，それらを比較し

ながら調べる活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

（ｱ）次のことを理解するとともに，観察，実験などに関する初歩的な技能を身

に付けること。

㋐風の力は，物を動かすことができること。また，風の力の大きさを変えると，

物が動く様子も変わること。

㋑ ゴムの力は，物を動かすことができること。また，ゴムの力の大きさを変え

ると，物が動く様子も変わること。

（ｲ）風やゴムの力で物が動く様子について調べる中で，差異点や共通点に気

付き，風やゴムの力の働きについての疑問をもち，表現すること。

表現することができる。

下記の㋐と㋑を
理解することができる。

『特別支援学校学習指導要領（小学部・中学部） 第２章 第２節中学部 第２款 第１ 〔理科〕 ２ １段階 (２)内容』

理科

身に付ける。

51

○１段階

（1）目 標

Ｃ 物質・エネルギー

ア 物の性質，風やゴムの力の働き，光や音の性質，磁石の性質及び電気の

回路について気付き，観察，実験などに関する初歩的な技能を身に付けるよ

うにする。

イ 物の性質，風やゴムの力の働き，光や音の性質，磁石の性質及び電気の回

路から，主に差異点や共通点に気付き，疑問をもつ力を養う。

ウ 物の性質，風やゴムの力の働き，光や音の性質，磁石の性質及び電気の回

路について進んで調べ，学んだことを日常生活などに生かそうとする態度を

養う。

知識及び技能

思考力,判断力,表現力等

学びに向かう力，人間性等

生かそうとする。

『特別支援学校学習指導要領（小学部・中学部） 第２章 第２節中学部 第２款 第１ 〔理科〕 ２ １段階 (１)目標』

理科 「中学部理科」の目標一覧
教　科 三つの柱 段階 小学部生活

(ｱ)㋐
身の回りの生物について，探したり育てたりする中で，生物の姿に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，生物は，色，形，大きさなど，姿に違

いがあることを理解することができる。
(ｱ)㋑ 身の回りの生物について，探したり育てたりする中で，昆虫や植物の育ち方には一定の順序があることを理解することができる。

技能 (ｱ) 身の回りの生物について，探したり育てたりする中で，身の回りの生物の内容における観察，実験などに関する初歩的な技能を身に付ける。
思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

身の回りの生物について，探したり育てたりする中で，生物の姿に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，身の回りの生物について調べる中

で，差異点や共通点に気付き，生物の姿についての疑問をもち，表現することができる。
学びに

向かう力,

人間性等
目標ウ

身の回りの生物について，探したり育てたりする中で，生物の姿に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，身の回りの生物の様子について進

んで調べ，生物を愛護する態度や学んだことを日常生活などに生かそうとする。

(ｱ)㋐
人や他の動物について，骨や筋肉のつくりと働きに着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，人の体には骨と筋肉があることを理解することがで

きる。

(ｱ)㋑
人や他の動物について，骨や筋肉のつくりと働きに着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，人が体を動かすことができるのは，骨，筋肉の働きに

よることを理解することができる。

技能 (ｱ)
人や他の動物について，骨や筋肉のつくりと働きに着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，人の体のつくりと運動の内容における観察，実験な

どに関する初歩的な技能を身に付ける。
思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

人や他の動物について，骨や筋肉のつくりと働きに着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，人や他の動物の骨や筋肉のつくりと働きについて調

べる中で，見いだした疑問について，既習の内容や生活経験を基に予想し，表現することができる。
学びに

向かう力,

人間性等
目標ウ

人や他の動物について，骨や筋肉のつくりと働きに着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，人の体のつくりと運動について見いだした疑問を進

んで調べ，生物を愛護する態度や学んだことを日常生活や社会生活などに生かそうとする。

(ｱ)㋐
身近な動物や植物について，探したり育てたりする中で，動物の活動や植物の成長と季節の変化に着目して，それらを関係付けて調べる活動

を通して，動物の活動は，暖かい季節，寒い季節などによって違いがあることを理解することができる。

(ｱ)㋑
身近な動物や植物について，探したり育てたりする中で，動物の活動や植物の成長と季節の変化に着目して，それらを関係付けて調べる活動

を通して，植物の成長は，暖かい季節，寒い季節などによって違いがあることを理解することができる。

技能 (ｱ)
身近な動物や植物について，探したり育てたりする中で，動物の活動や植物の成長と季節の変化に着目して，それらを関係付けて調べる活動

を通して，季節と生物の内容における観察，実験などに関する初歩的な技能を身に付ける。

思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

身近な動物や植物について，探したり育てたりする中で，動物の活動や植物の成長と季節の変化に着目して，それらを関係付けて調べる活動

を通して，身近な動物の活動や植物の成長の変化について調べる中で，見いだした疑問について，既習の内容や生活経験を基に予想し，表現することがで

きる。

学びに

向かう力,

人間性等
目標ウ

身近な動物や植物について，探したり育てたりする中で，動物の活動や植物の成長と季節の変化に着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，動

物の活動や植物の成長と環境の関わりについて見いだした疑問を進んで調べ，生物を愛護する態度や学んだことを日常生活や社会生活などに生かそうと

する。

(ｱ)㋐
太陽と地面の様子との関係について，日なたと日陰の様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，日陰は太陽の光を遮るとできることを理

解することができる。

(ｱ)㋑
太陽と地面の様子との関係について，日なたと日陰の様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，地面は太陽によって暖められ，日なたと

日陰では地面の暖かさに違いがあることを理解することができる。

技能 (ｱ)
太陽と地面の様子との関係について，日なたと日陰の様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，太陽と地面の様子の内容における観

察，実験などに関する初歩的な技能を身に付ける。
思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

太陽と地面の様子との関係について，日なたと日陰の様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，日なたと日陰の様子について調べる中

で，差異点や共通点に気付き，太陽と地面の様子との関係についての疑問をもち，表現することができる。
学びに

向かう力,

人間性等
目標ウ

太陽と地面の様子との関係について，日なたと日陰の様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，太陽と地面の様子について進んで調べ，

学んだことを日常生活などに生かそうとする。

(ｱ)㋐
雨水の行方と地面の様子について , 流れ方やしみ込み方に着目して，それらと地面の傾きや土の粒の大きさとを関係付けて調べる活動を通して，水は，高

い場所から低い場所へと流れて集まることを理解することができる。

(ｱ)㋑
雨水の行方と地面の様子について , 流れ方やしみ込み方に着目して，それらと地面の傾きや土の粒の大きさとを関係付けて調べる活動を通して，水のしみ

込み方は，土の粒の大きさによって違いがあることを理解することができる。

技能 (ｱ)
雨水の行方と地面の様子について , 流れ方やしみ込み方に着目して，それらと地面の傾きや土の粒の大きさとを関係付けて調べる活動を通して，雨水の行

方と地面の様子の内容における観察，実験などに関する初歩的な技能を身に付ける。

思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

雨水の行方と地面の様子について , 流れ方やしみ込み方に着目して，それらと地面の傾きや土の粒の大きさとを関係付けて調べる活動を通して，雨水の流

れ方やしみ込み方と地面の傾きや土の粒の大きさとの関係について調べる中で，見いだした疑問について，既習の内容や生活経験を基に予想し，表現する

ことができる。
学びに

向かう力,

人間性等
目標ウ

雨水の行方と地面の様子について , 流れ方やしみ込み方に着目して，それらと地面の傾きや土の粒の大きさとを関係付けて調べる活動を通して，雨水の行

方と地面の様子について見いだした疑問を進んで調べ，学んだことを日常生活や社会生活などに生かそうとする。

(ｱ)㋐
天気や自然界の水の様子について，気温や水の行方に着目して，それらと天気の様子や水の状態変化とを関係付けて調べる活動を通して，天気によって１

日の気温の変化の仕方に違いがあることを理解することができる。

(ｱ)㋑
天気や自然界の水の様子について，気温や水の行方に着目して，それらと天気の様子や水の状態変化とを関係付けて調べる活動を通して，水は，水面や

地面などから蒸発し，水蒸気になって空気中に含まれていくことを理解することができる。

技能 (ｱ)
天気や自然界の水の様子について，気温や水の行方に着目して，それらと天気の様子や水の状態変化とを関係付けて調べる活動を通して，天気の様子の

内容における観察，実験などに関する初歩的な技能を身に付ける。
思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

天気や自然界の水の様子について，気温や水の行方に着目して，それらと天気の様子や水の状態変化とを関係付けて調べる活動を通して，天気の様子や

水の状態変化と気温や水の行方との関係について調べる中で，見いだした疑問について，既習の内容や生活経験を基に予想し，表現することができる。
学びに向

かう力,人

間性等
目標ウ

天気や自然界の水の様子について，気温や水の行方に着目して，それらと天気の様子や水の状態変化とを関係付けて調べる活動を通して，気象現象につ

いて見いだした疑問を進んで調べ，学んだことを日常生活や社会生活などに生かそうとする。

(ｱ)㋐
月や星の特徴について，位置の変化や時間の経過に着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，月は日によって形が変わって見え，１日のうちでも

時刻によって位置が変わることを理解することができる。

(ｱ)㋑
月や星の特徴について，位置の変化や時間の経過に着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，空には，明るさや色の違う星があることを理解する

ことができる。

技能 (ｱ)
月や星の特徴について，位置の変化や時間の経過に着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，月と星の内容における観察，実験などに関する初

歩的な技能を身に付ける。
思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

月や星の特徴について，位置の変化や時間の経過に着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，月の位置の変化と時間の経過との関係について

調べる中で，見いだした疑問について，既習の内容や生活経験を基に予想し，表現することができる。
学びに

向かう力,

人間性等
目標ウ

月や星の特徴について，位置の変化や時間の経過に着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，月や星について見いだした疑問を進んで調べ，学

んだことを日常生活や社会生活などに生かそうとする。
(ｱ)㋐ 物の性質について，形や体積に着目して，重さを比較しながら調べる活動を通して，物は，形が変わっても重さは変わらないことを理解することができる。

(ｱ)㋑
物の性質について，形や体積に着目して，重さを比較しながら調べる活動を通して，物は，体積が同じでも重さは違うことがあることを理解することができ

る。

技能 (ｱ)
物の性質について，形や体積に着目して，重さを比較しながら調べる活動を通して，物と重さの内容における観察，実験などに関する初歩的な技能を身に

付ける。
思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

物の性質について，形や体積に着目して，重さを比較しながら調べる活動を通して，物の形や体積と重さとの関係について調べる中で，差異点や共通点に

気付き，物の性質についての疑問をもち，表現することができる。
学びに

向かう力,

人間性等
目標ウ

物の性質について，形や体積に着目して，重さを比較しながら調べる活動を通して，物の性質について進んで調べ，学んだことを日常生活などに生かそうと

する。

(ｱ)㋐
風やゴムの力の働きについて，力と物の動く様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，風の力は，物を動かすことができることや，風の力

の大きさを変えると，物が動く様子も変わることを理解することができる。

(ｱ)㋑
風やゴムの力の働きについて，力と物の動く様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，ゴムの力は，物を動かすことができることや，ゴムの

力の大きさを変えると，物が動く様子も変わることを理解することができる。

技能 (ｱ)
風やゴムの力の働きについて，力と物の動く様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，風やゴムの力の働きの内容における観察，実験な

どに関する初歩的な技能を身に付ける。
思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

風やゴムの力の働きについて，力と物の動く様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，風やゴムの力で物が動く様子について調べる中

で，差異点や共通点に気付き，風やゴムの力の働きについての疑問をもち，表現することができる。
学びに

向かう力,

人間性等
目標ウ

風やゴムの力の働きについて，力と物の動く様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，風やゴムの力の働きについて進んで調べ，学んだ

ことを日常生活などに生かそうとする。

(ｱ)㋐
光や音の性質について，光を当てたときの明るさや暖かさ，音を出したときの震え方に着目して，光の強さや音の大きさを変えたときの違いを比較しながら

調べる活動を通して，日光は直進することを理解することができる。

(ｱ)㋑
光や音の性質について，光を当てたときの明るさや暖かさ，音を出したときの震え方に着目して，光の強さや音の大きさを変えたときの違いを比較しながら

調べる活動を通して，物に日光を当てると，物の明るさや暖かさが変わることを理解することができる。

(ｱ)㋒
光や音の性質について，光を当てたときの明るさや暖かさ，音を出したときの震え方に着目して，光の強さや音の大きさを変えたときの違いを比較しながら

調べる活動を通して，物から音が出たり伝わったりするとき，物は震えていることを理解することができる。

技能 (ｱ)
光や音の性質について，光を当てたときの明るさや暖かさ，音を出したときの震え方に着目して，光の強さや音の大きさを変えたときの違いを比較しながら

調べる活動を通して，光や音の性質の内容における観察，実験などに関する初歩的な技能を身に付ける。

思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

光や音の性質について，光を当てたときの明るさや暖かさ，音を出したときの震え方に着目して，光の強さや音の大きさを変えたときの違いを比較しながら

調べる活動を通して，光を当てたときの明るさや暖かさの様子，音を出したときの震え方の様子について調べる中で，差異点や共通点に気付き，光や音の

性質についての疑問をもち，表現することができる。
学びに

向かう力,

人間性等
目標ウ

光や音の性質について，光を当てたときの明るさや暖かさ，音を出したときの震え方に着目して，光の強さや音の大きさを変えたときの違いを比較しながら

調べる活動を通して，光や音の性質について進んで調べ，学んだことを日常生活などに生かそうとする。

(ｱ)㋐
磁石の性質について，磁石を身の回りの物に近付けたときの様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，磁石に引き付けられる物と引き付

けられない物があることを理解することができる。

(ｱ)㋑
磁石の性質について，磁石を身の回りの物に近付けたときの様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，磁石の異極は引き合い，同極は

退け合うことを理解することができる。

技能 (ｱ)
磁石の性質について，磁石を身の回りの物に近付けたときの様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，磁石の性質の内容における観察，

実験などに関する初歩的な技能を身に付ける。
思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

磁石の性質について，磁石を身の回りの物に近付けたときの様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，磁石を身の回りの物に近付けた

ときの様子について調べる中で，差異点や共通点に気付き，磁石の性質についての疑問をもち，表現することができる。
学びに向

かう力,人

間性等
目標ウ

磁石の性質について，磁石を身の回りの物に近付けたときの様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，磁石の性質について進んで調べ，

学んだことを日常生活などに生かそうとする。

(ｱ)㋐
電気の回路について，乾電池と豆電球などのつなぎ方と，乾電池につないだ物の様子に着目して，電気を通すときと通さないときのつなぎ方を比較しながら

調べる活動を通して，電気を通すつなぎ方と通さないつなぎ方があることを理解することができる。

(ｱ)㋑
電気の回路について，乾電池と豆電球などのつなぎ方と，乾電池につないだ物の様子に着目して，電気を通すときと通さないときのつなぎ方を比較しながら

調べる活動を通して，電気を通す物と通さない物があることを理解することができる。

技能 (ｱ)
電気の回路について，乾電池と豆電球などのつなぎ方と，乾電池につないだ物の様子に着目して，電気を通すときと通さないときのつなぎ方を比較しながら

調べる活動を通して，電気の通り道の内容における観察，実験などに関する初歩的な技能を身に付ける。

思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

電気の回路について，乾電池と豆電球などのつなぎ方と，乾電池につないだ物の様子に着目して，電気を通すときと通さないときのつなぎ方を比較しながら

調べる活動を通して，乾電池と豆電球などをつないだときの様子について調べる中で，差異点や共通点に気付き，電気の回路についての疑問をもち，表現

することができる。
学びに

向かう力,

人間性等
C目標ウ

電気の回路について，乾電池と豆電球などのつなぎ方と，乾電池につないだ物の様子に着目して，電気を通すときと通さないときのつなぎ方を比較しながら

調べる活動を通して，電気の回路について進んで調べ，学んだことを日常生活などに生かそうとする。

(ｱ)㋐
水や空気の性質について，体積や状態の変化に着目して，それらと温度の変化とを関係付けて調べる活動を通して，水や空気は，温めたり冷やしたりする

と，その体積が変わることを理解することができる。

(ｱ)㋑
水や空気の性質について，体積や状態の変化に着目して，それらと温度の変化とを関係付けて調べる活動を通して，水は，温度によって水蒸気や氷に変わ

ることを理解することができる。

技能 (ｱ)
水や空気の性質について，体積や状態の変化に着目して，それらと温度の変化とを関係付けて調べる活動を通して，水や空気と温度の内容における観察，

実験などに関する初歩的な技能を身に付ける。
思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

水や空気の性質について，体積や状態の変化に着目して，それらと温度の変化とを関係付けて調べる活動を通して，水や空気の体積や状態の変化につい

て調べる中で，見いだした疑問について，既習の内容や生活経験を基に予想し，表現することができる。
学びに

向かう力,

人間性等
目標ウ

水や空気の性質について，体積や状態の変化に着目して，それらと温度の変化とを関係付けて調べる活動を通して，水や空気の性質について見いだした疑

問を進んで調べ，学んだことを日常生活や社会生活などに生かそうとする。
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教　科 三つの柱 段階 小学部生活

(ｱ)㋐
身の回りの生物について，探したり育てたりする中で，生物の姿に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，生物は，色，形，大きさなど，姿に違

いがあることを理解することができる。
(ｱ)㋑ 身の回りの生物について，探したり育てたりする中で，昆虫や植物の育ち方には一定の順序があることを理解することができる。

技能 (ｱ) 身の回りの生物について，探したり育てたりする中で，身の回りの生物の内容における観察，実験などに関する初歩的な技能を身に付ける。
思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

身の回りの生物について，探したり育てたりする中で，生物の姿に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，身の回りの生物について調べる中

で，差異点や共通点に気付き，生物の姿についての疑問をもち，表現することができる。
学びに

向かう力,

人間性等
目標ウ

身の回りの生物について，探したり育てたりする中で，生物の姿に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，身の回りの生物の様子について進

んで調べ，生物を愛護する態度や学んだことを日常生活などに生かそうとする。

(ｱ)㋐
人や他の動物について，骨や筋肉のつくりと働きに着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，人の体には骨と筋肉があることを理解することがで

きる。

(ｱ)㋑
人や他の動物について，骨や筋肉のつくりと働きに着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，人が体を動かすことができるのは，骨，筋肉の働きに

よることを理解することができる。

技能 (ｱ)
人や他の動物について，骨や筋肉のつくりと働きに着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，人の体のつくりと運動の内容における観察，実験な

どに関する初歩的な技能を身に付ける。
思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

人や他の動物について，骨や筋肉のつくりと働きに着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，人や他の動物の骨や筋肉のつくりと働きについて調

べる中で，見いだした疑問について，既習の内容や生活経験を基に予想し，表現することができる。
学びに

向かう力,

人間性等
目標ウ

人や他の動物について，骨や筋肉のつくりと働きに着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，人の体のつくりと運動について見いだした疑問を進

んで調べ，生物を愛護する態度や学んだことを日常生活や社会生活などに生かそうとする。

(ｱ)㋐
身近な動物や植物について，探したり育てたりする中で，動物の活動や植物の成長と季節の変化に着目して，それらを関係付けて調べる活動

を通して，動物の活動は，暖かい季節，寒い季節などによって違いがあることを理解することができる。

(ｱ)㋑
身近な動物や植物について，探したり育てたりする中で，動物の活動や植物の成長と季節の変化に着目して，それらを関係付けて調べる活動

を通して，植物の成長は，暖かい季節，寒い季節などによって違いがあることを理解することができる。

技能 (ｱ)
身近な動物や植物について，探したり育てたりする中で，動物の活動や植物の成長と季節の変化に着目して，それらを関係付けて調べる活動

を通して，季節と生物の内容における観察，実験などに関する初歩的な技能を身に付ける。

思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

身近な動物や植物について，探したり育てたりする中で，動物の活動や植物の成長と季節の変化に着目して，それらを関係付けて調べる活動

を通して，身近な動物の活動や植物の成長の変化について調べる中で，見いだした疑問について，既習の内容や生活経験を基に予想し，表現することがで

きる。

学びに

向かう力,

人間性等
目標ウ

身近な動物や植物について，探したり育てたりする中で，動物の活動や植物の成長と季節の変化に着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，動

物の活動や植物の成長と環境の関わりについて見いだした疑問を進んで調べ，生物を愛護する態度や学んだことを日常生活や社会生活などに生かそうと

する。

(ｱ)㋐
太陽と地面の様子との関係について，日なたと日陰の様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，日陰は太陽の光を遮るとできることを理

解することができる。

(ｱ)㋑
太陽と地面の様子との関係について，日なたと日陰の様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，地面は太陽によって暖められ，日なたと

日陰では地面の暖かさに違いがあることを理解することができる。

技能 (ｱ)
太陽と地面の様子との関係について，日なたと日陰の様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，太陽と地面の様子の内容における観

察，実験などに関する初歩的な技能を身に付ける。
思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

太陽と地面の様子との関係について，日なたと日陰の様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，日なたと日陰の様子について調べる中

で，差異点や共通点に気付き，太陽と地面の様子との関係についての疑問をもち，表現することができる。
学びに

向かう力,

人間性等
目標ウ

太陽と地面の様子との関係について，日なたと日陰の様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，太陽と地面の様子について進んで調べ，

学んだことを日常生活などに生かそうとする。

(ｱ)㋐
雨水の行方と地面の様子について , 流れ方やしみ込み方に着目して，それらと地面の傾きや土の粒の大きさとを関係付けて調べる活動を通して，水は，高

い場所から低い場所へと流れて集まることを理解することができる。

(ｱ)㋑
雨水の行方と地面の様子について , 流れ方やしみ込み方に着目して，それらと地面の傾きや土の粒の大きさとを関係付けて調べる活動を通して，水のしみ

込み方は，土の粒の大きさによって違いがあることを理解することができる。

技能 (ｱ)
雨水の行方と地面の様子について , 流れ方やしみ込み方に着目して，それらと地面の傾きや土の粒の大きさとを関係付けて調べる活動を通して，雨水の行

方と地面の様子の内容における観察，実験などに関する初歩的な技能を身に付ける。

思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

雨水の行方と地面の様子について , 流れ方やしみ込み方に着目して，それらと地面の傾きや土の粒の大きさとを関係付けて調べる活動を通して，雨水の流

れ方やしみ込み方と地面の傾きや土の粒の大きさとの関係について調べる中で，見いだした疑問について，既習の内容や生活経験を基に予想し，表現する

ことができる。
学びに

向かう力,

人間性等
目標ウ

雨水の行方と地面の様子について , 流れ方やしみ込み方に着目して，それらと地面の傾きや土の粒の大きさとを関係付けて調べる活動を通して，雨水の行

方と地面の様子について見いだした疑問を進んで調べ，学んだことを日常生活や社会生活などに生かそうとする。

(ｱ)㋐
天気や自然界の水の様子について，気温や水の行方に着目して，それらと天気の様子や水の状態変化とを関係付けて調べる活動を通して，天気によって１

日の気温の変化の仕方に違いがあることを理解することができる。

(ｱ)㋑
天気や自然界の水の様子について，気温や水の行方に着目して，それらと天気の様子や水の状態変化とを関係付けて調べる活動を通して，水は，水面や

地面などから蒸発し，水蒸気になって空気中に含まれていくことを理解することができる。

技能 (ｱ)
天気や自然界の水の様子について，気温や水の行方に着目して，それらと天気の様子や水の状態変化とを関係付けて調べる活動を通して，天気の様子の

内容における観察，実験などに関する初歩的な技能を身に付ける。
思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

天気や自然界の水の様子について，気温や水の行方に着目して，それらと天気の様子や水の状態変化とを関係付けて調べる活動を通して，天気の様子や

水の状態変化と気温や水の行方との関係について調べる中で，見いだした疑問について，既習の内容や生活経験を基に予想し，表現することができる。
学びに向

かう力,人

間性等
目標ウ

天気や自然界の水の様子について，気温や水の行方に着目して，それらと天気の様子や水の状態変化とを関係付けて調べる活動を通して，気象現象につ

いて見いだした疑問を進んで調べ，学んだことを日常生活や社会生活などに生かそうとする。

(ｱ)㋐
月や星の特徴について，位置の変化や時間の経過に着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，月は日によって形が変わって見え，１日のうちでも

時刻によって位置が変わることを理解することができる。

(ｱ)㋑
月や星の特徴について，位置の変化や時間の経過に着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，空には，明るさや色の違う星があることを理解する

ことができる。

技能 (ｱ)
月や星の特徴について，位置の変化や時間の経過に着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，月と星の内容における観察，実験などに関する初

歩的な技能を身に付ける。
思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

月や星の特徴について，位置の変化や時間の経過に着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，月の位置の変化と時間の経過との関係について

調べる中で，見いだした疑問について，既習の内容や生活経験を基に予想し，表現することができる。
学びに

向かう力,

人間性等
目標ウ

月や星の特徴について，位置の変化や時間の経過に着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，月や星について見いだした疑問を進んで調べ，学

んだことを日常生活や社会生活などに生かそうとする。
(ｱ)㋐ 物の性質について，形や体積に着目して，重さを比較しながら調べる活動を通して，物は，形が変わっても重さは変わらないことを理解することができる。

(ｱ)㋑
物の性質について，形や体積に着目して，重さを比較しながら調べる活動を通して，物は，体積が同じでも重さは違うことがあることを理解することができ

る。

技能 (ｱ)
物の性質について，形や体積に着目して，重さを比較しながら調べる活動を通して，物と重さの内容における観察，実験などに関する初歩的な技能を身に

付ける。
思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

物の性質について，形や体積に着目して，重さを比較しながら調べる活動を通して，物の形や体積と重さとの関係について調べる中で，差異点や共通点に

気付き，物の性質についての疑問をもち，表現することができる。
学びに

向かう力,

人間性等
目標ウ

物の性質について，形や体積に着目して，重さを比較しながら調べる活動を通して，物の性質について進んで調べ，学んだことを日常生活などに生かそうと

する。

(ｱ)㋐
風やゴムの力の働きについて，力と物の動く様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，風の力は，物を動かすことができることや，風の力

の大きさを変えると，物が動く様子も変わることを理解することができる。

(ｱ)㋑
風やゴムの力の働きについて，力と物の動く様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，ゴムの力は，物を動かすことができることや，ゴムの

力の大きさを変えると，物が動く様子も変わることを理解することができる。

技能 (ｱ)
風やゴムの力の働きについて，力と物の動く様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，風やゴムの力の働きの内容における観察，実験な

どに関する初歩的な技能を身に付ける。
思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

風やゴムの力の働きについて，力と物の動く様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，風やゴムの力で物が動く様子について調べる中

で，差異点や共通点に気付き，風やゴムの力の働きについての疑問をもち，表現することができる。
学びに

向かう力,

人間性等
目標ウ

風やゴムの力の働きについて，力と物の動く様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，風やゴムの力の働きについて進んで調べ，学んだ

ことを日常生活などに生かそうとする。

(ｱ)㋐
光や音の性質について，光を当てたときの明るさや暖かさ，音を出したときの震え方に着目して，光の強さや音の大きさを変えたときの違いを比較しながら

調べる活動を通して，日光は直進することを理解することができる。

(ｱ)㋑
光や音の性質について，光を当てたときの明るさや暖かさ，音を出したときの震え方に着目して，光の強さや音の大きさを変えたときの違いを比較しながら

調べる活動を通して，物に日光を当てると，物の明るさや暖かさが変わることを理解することができる。

(ｱ)㋒
光や音の性質について，光を当てたときの明るさや暖かさ，音を出したときの震え方に着目して，光の強さや音の大きさを変えたときの違いを比較しながら

調べる活動を通して，物から音が出たり伝わったりするとき，物は震えていることを理解することができる。

技能 (ｱ)
光や音の性質について，光を当てたときの明るさや暖かさ，音を出したときの震え方に着目して，光の強さや音の大きさを変えたときの違いを比較しながら

調べる活動を通して，光や音の性質の内容における観察，実験などに関する初歩的な技能を身に付ける。

思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

光や音の性質について，光を当てたときの明るさや暖かさ，音を出したときの震え方に着目して，光の強さや音の大きさを変えたときの違いを比較しながら

調べる活動を通して，光を当てたときの明るさや暖かさの様子，音を出したときの震え方の様子について調べる中で，差異点や共通点に気付き，光や音の

性質についての疑問をもち，表現することができる。
学びに

向かう力,

人間性等
目標ウ

光や音の性質について，光を当てたときの明るさや暖かさ，音を出したときの震え方に着目して，光の強さや音の大きさを変えたときの違いを比較しながら

調べる活動を通して，光や音の性質について進んで調べ，学んだことを日常生活などに生かそうとする。

(ｱ)㋐
磁石の性質について，磁石を身の回りの物に近付けたときの様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，磁石に引き付けられる物と引き付

けられない物があることを理解することができる。

(ｱ)㋑
磁石の性質について，磁石を身の回りの物に近付けたときの様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，磁石の異極は引き合い，同極は

退け合うことを理解することができる。

技能 (ｱ)
磁石の性質について，磁石を身の回りの物に近付けたときの様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，磁石の性質の内容における観察，

実験などに関する初歩的な技能を身に付ける。
思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

磁石の性質について，磁石を身の回りの物に近付けたときの様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，磁石を身の回りの物に近付けた

ときの様子について調べる中で，差異点や共通点に気付き，磁石の性質についての疑問をもち，表現することができる。
学びに向

かう力,人

間性等
目標ウ

磁石の性質について，磁石を身の回りの物に近付けたときの様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，磁石の性質について進んで調べ，

学んだことを日常生活などに生かそうとする。

(ｱ)㋐
電気の回路について，乾電池と豆電球などのつなぎ方と，乾電池につないだ物の様子に着目して，電気を通すときと通さないときのつなぎ方を比較しながら

調べる活動を通して，電気を通すつなぎ方と通さないつなぎ方があることを理解することができる。

(ｱ)㋑
電気の回路について，乾電池と豆電球などのつなぎ方と，乾電池につないだ物の様子に着目して，電気を通すときと通さないときのつなぎ方を比較しながら

調べる活動を通して，電気を通す物と通さない物があることを理解することができる。

技能 (ｱ)
電気の回路について，乾電池と豆電球などのつなぎ方と，乾電池につないだ物の様子に着目して，電気を通すときと通さないときのつなぎ方を比較しながら

調べる活動を通して，電気の通り道の内容における観察，実験などに関する初歩的な技能を身に付ける。

思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

電気の回路について，乾電池と豆電球などのつなぎ方と，乾電池につないだ物の様子に着目して，電気を通すときと通さないときのつなぎ方を比較しながら

調べる活動を通して，乾電池と豆電球などをつないだときの様子について調べる中で，差異点や共通点に気付き，電気の回路についての疑問をもち，表現

することができる。
学びに

向かう力,

人間性等
C目標ウ

電気の回路について，乾電池と豆電球などのつなぎ方と，乾電池につないだ物の様子に着目して，電気を通すときと通さないときのつなぎ方を比較しながら

調べる活動を通して，電気の回路について進んで調べ，学んだことを日常生活などに生かそうとする。

(ｱ)㋐
水や空気の性質について，体積や状態の変化に着目して，それらと温度の変化とを関係付けて調べる活動を通して，水や空気は，温めたり冷やしたりする

と，その体積が変わることを理解することができる。

(ｱ)㋑
水や空気の性質について，体積や状態の変化に着目して，それらと温度の変化とを関係付けて調べる活動を通して，水は，温度によって水蒸気や氷に変わ

ることを理解することができる。

技能 (ｱ)
水や空気の性質について，体積や状態の変化に着目して，それらと温度の変化とを関係付けて調べる活動を通して，水や空気と温度の内容における観察，

実験などに関する初歩的な技能を身に付ける。
思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

水や空気の性質について，体積や状態の変化に着目して，それらと温度の変化とを関係付けて調べる活動を通して，水や空気の体積や状態の変化につい

て調べる中で，見いだした疑問について，既習の内容や生活経験を基に予想し，表現することができる。
学びに

向かう力,

人間性等
目標ウ

水や空気の性質について，体積や状態の変化に着目して，それらと温度の変化とを関係付けて調べる活動を通して，水や空気の性質について見いだした疑

問を進んで調べ，学んだことを日常生活や社会生活などに生かそうとする。
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教　科 三つの柱 段階 小学部生活

(ｱ)㋐
身の回りの生物について，探したり育てたりする中で，生物の姿に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，生物は，色，形，大きさなど，姿に違

いがあることを理解することができる。
(ｱ)㋑ 身の回りの生物について，探したり育てたりする中で，昆虫や植物の育ち方には一定の順序があることを理解することができる。

技能 (ｱ) 身の回りの生物について，探したり育てたりする中で，身の回りの生物の内容における観察，実験などに関する初歩的な技能を身に付ける。
思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

身の回りの生物について，探したり育てたりする中で，生物の姿に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，身の回りの生物について調べる中

で，差異点や共通点に気付き，生物の姿についての疑問をもち，表現することができる。
学びに

向かう力,

人間性等
目標ウ

身の回りの生物について，探したり育てたりする中で，生物の姿に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，身の回りの生物の様子について進

んで調べ，生物を愛護する態度や学んだことを日常生活などに生かそうとする。

(ｱ)㋐
人や他の動物について，骨や筋肉のつくりと働きに着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，人の体には骨と筋肉があることを理解することがで

きる。

(ｱ)㋑
人や他の動物について，骨や筋肉のつくりと働きに着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，人が体を動かすことができるのは，骨，筋肉の働きに

よることを理解することができる。

技能 (ｱ)
人や他の動物について，骨や筋肉のつくりと働きに着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，人の体のつくりと運動の内容における観察，実験な

どに関する初歩的な技能を身に付ける。
思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

人や他の動物について，骨や筋肉のつくりと働きに着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，人や他の動物の骨や筋肉のつくりと働きについて調

べる中で，見いだした疑問について，既習の内容や生活経験を基に予想し，表現することができる。
学びに

向かう力,

人間性等
目標ウ

人や他の動物について，骨や筋肉のつくりと働きに着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，人の体のつくりと運動について見いだした疑問を進

んで調べ，生物を愛護する態度や学んだことを日常生活や社会生活などに生かそうとする。

(ｱ)㋐
身近な動物や植物について，探したり育てたりする中で，動物の活動や植物の成長と季節の変化に着目して，それらを関係付けて調べる活動

を通して，動物の活動は，暖かい季節，寒い季節などによって違いがあることを理解することができる。

(ｱ)㋑
身近な動物や植物について，探したり育てたりする中で，動物の活動や植物の成長と季節の変化に着目して，それらを関係付けて調べる活動

を通して，植物の成長は，暖かい季節，寒い季節などによって違いがあることを理解することができる。

技能 (ｱ)
身近な動物や植物について，探したり育てたりする中で，動物の活動や植物の成長と季節の変化に着目して，それらを関係付けて調べる活動

を通して，季節と生物の内容における観察，実験などに関する初歩的な技能を身に付ける。

思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

身近な動物や植物について，探したり育てたりする中で，動物の活動や植物の成長と季節の変化に着目して，それらを関係付けて調べる活動

を通して，身近な動物の活動や植物の成長の変化について調べる中で，見いだした疑問について，既習の内容や生活経験を基に予想し，表現することがで

きる。

学びに

向かう力,

人間性等
目標ウ

身近な動物や植物について，探したり育てたりする中で，動物の活動や植物の成長と季節の変化に着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，動

物の活動や植物の成長と環境の関わりについて見いだした疑問を進んで調べ，生物を愛護する態度や学んだことを日常生活や社会生活などに生かそうと

する。

(ｱ)㋐
太陽と地面の様子との関係について，日なたと日陰の様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，日陰は太陽の光を遮るとできることを理

解することができる。

(ｱ)㋑
太陽と地面の様子との関係について，日なたと日陰の様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，地面は太陽によって暖められ，日なたと

日陰では地面の暖かさに違いがあることを理解することができる。

技能 (ｱ)
太陽と地面の様子との関係について，日なたと日陰の様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，太陽と地面の様子の内容における観

察，実験などに関する初歩的な技能を身に付ける。
思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

太陽と地面の様子との関係について，日なたと日陰の様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，日なたと日陰の様子について調べる中

で，差異点や共通点に気付き，太陽と地面の様子との関係についての疑問をもち，表現することができる。
学びに

向かう力,

人間性等
目標ウ

太陽と地面の様子との関係について，日なたと日陰の様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，太陽と地面の様子について進んで調べ，

学んだことを日常生活などに生かそうとする。

(ｱ)㋐
雨水の行方と地面の様子について , 流れ方やしみ込み方に着目して，それらと地面の傾きや土の粒の大きさとを関係付けて調べる活動を通して，水は，高

い場所から低い場所へと流れて集まることを理解することができる。

(ｱ)㋑
雨水の行方と地面の様子について , 流れ方やしみ込み方に着目して，それらと地面の傾きや土の粒の大きさとを関係付けて調べる活動を通して，水のしみ

込み方は，土の粒の大きさによって違いがあることを理解することができる。

技能 (ｱ)
雨水の行方と地面の様子について , 流れ方やしみ込み方に着目して，それらと地面の傾きや土の粒の大きさとを関係付けて調べる活動を通して，雨水の行

方と地面の様子の内容における観察，実験などに関する初歩的な技能を身に付ける。

思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

雨水の行方と地面の様子について , 流れ方やしみ込み方に着目して，それらと地面の傾きや土の粒の大きさとを関係付けて調べる活動を通して，雨水の流

れ方やしみ込み方と地面の傾きや土の粒の大きさとの関係について調べる中で，見いだした疑問について，既習の内容や生活経験を基に予想し，表現する

ことができる。
学びに

向かう力,

人間性等
目標ウ

雨水の行方と地面の様子について , 流れ方やしみ込み方に着目して，それらと地面の傾きや土の粒の大きさとを関係付けて調べる活動を通して，雨水の行

方と地面の様子について見いだした疑問を進んで調べ，学んだことを日常生活や社会生活などに生かそうとする。

(ｱ)㋐
天気や自然界の水の様子について，気温や水の行方に着目して，それらと天気の様子や水の状態変化とを関係付けて調べる活動を通して，天気によって１

日の気温の変化の仕方に違いがあることを理解することができる。

(ｱ)㋑
天気や自然界の水の様子について，気温や水の行方に着目して，それらと天気の様子や水の状態変化とを関係付けて調べる活動を通して，水は，水面や

地面などから蒸発し，水蒸気になって空気中に含まれていくことを理解することができる。

技能 (ｱ)
天気や自然界の水の様子について，気温や水の行方に着目して，それらと天気の様子や水の状態変化とを関係付けて調べる活動を通して，天気の様子の

内容における観察，実験などに関する初歩的な技能を身に付ける。
思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

天気や自然界の水の様子について，気温や水の行方に着目して，それらと天気の様子や水の状態変化とを関係付けて調べる活動を通して，天気の様子や

水の状態変化と気温や水の行方との関係について調べる中で，見いだした疑問について，既習の内容や生活経験を基に予想し，表現することができる。
学びに向

かう力,人

間性等
目標ウ

天気や自然界の水の様子について，気温や水の行方に着目して，それらと天気の様子や水の状態変化とを関係付けて調べる活動を通して，気象現象につ

いて見いだした疑問を進んで調べ，学んだことを日常生活や社会生活などに生かそうとする。

(ｱ)㋐
月や星の特徴について，位置の変化や時間の経過に着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，月は日によって形が変わって見え，１日のうちでも

時刻によって位置が変わることを理解することができる。

(ｱ)㋑
月や星の特徴について，位置の変化や時間の経過に着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，空には，明るさや色の違う星があることを理解する

ことができる。

技能 (ｱ)
月や星の特徴について，位置の変化や時間の経過に着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，月と星の内容における観察，実験などに関する初

歩的な技能を身に付ける。
思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

月や星の特徴について，位置の変化や時間の経過に着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，月の位置の変化と時間の経過との関係について

調べる中で，見いだした疑問について，既習の内容や生活経験を基に予想し，表現することができる。
学びに

向かう力,

人間性等
目標ウ

月や星の特徴について，位置の変化や時間の経過に着目して，それらを関係付けて調べる活動を通して，月や星について見いだした疑問を進んで調べ，学

んだことを日常生活や社会生活などに生かそうとする。
(ｱ)㋐ 物の性質について，形や体積に着目して，重さを比較しながら調べる活動を通して，物は，形が変わっても重さは変わらないことを理解することができる。

(ｱ)㋑
物の性質について，形や体積に着目して，重さを比較しながら調べる活動を通して，物は，体積が同じでも重さは違うことがあることを理解することができ

る。

技能 (ｱ)
物の性質について，形や体積に着目して，重さを比較しながら調べる活動を通して，物と重さの内容における観察，実験などに関する初歩的な技能を身に

付ける。
思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

物の性質について，形や体積に着目して，重さを比較しながら調べる活動を通して，物の形や体積と重さとの関係について調べる中で，差異点や共通点に

気付き，物の性質についての疑問をもち，表現することができる。
学びに

向かう力,

人間性等
目標ウ

物の性質について，形や体積に着目して，重さを比較しながら調べる活動を通して，物の性質について進んで調べ，学んだことを日常生活などに生かそうと

する。

(ｱ)㋐
風やゴムの力の働きについて，力と物の動く様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，風の力は，物を動かすことができることや，風の力

の大きさを変えると，物が動く様子も変わることを理解することができる。

(ｱ)㋑
風やゴムの力の働きについて，力と物の動く様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，ゴムの力は，物を動かすことができることや，ゴムの

力の大きさを変えると，物が動く様子も変わることを理解することができる。

技能 (ｱ)
風やゴムの力の働きについて，力と物の動く様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，風やゴムの力の働きの内容における観察，実験な

どに関する初歩的な技能を身に付ける。
思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

風やゴムの力の働きについて，力と物の動く様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，風やゴムの力で物が動く様子について調べる中

で，差異点や共通点に気付き，風やゴムの力の働きについての疑問をもち，表現することができる。
学びに

向かう力,

人間性等
目標ウ

風やゴムの力の働きについて，力と物の動く様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，風やゴムの力の働きについて進んで調べ，学んだ

ことを日常生活などに生かそうとする。

(ｱ)㋐
光や音の性質について，光を当てたときの明るさや暖かさ，音を出したときの震え方に着目して，光の強さや音の大きさを変えたときの違いを比較しながら

調べる活動を通して，日光は直進することを理解することができる。

(ｱ)㋑
光や音の性質について，光を当てたときの明るさや暖かさ，音を出したときの震え方に着目して，光の強さや音の大きさを変えたときの違いを比較しながら

調べる活動を通して，物に日光を当てると，物の明るさや暖かさが変わることを理解することができる。

(ｱ)㋒
光や音の性質について，光を当てたときの明るさや暖かさ，音を出したときの震え方に着目して，光の強さや音の大きさを変えたときの違いを比較しながら

調べる活動を通して，物から音が出たり伝わったりするとき，物は震えていることを理解することができる。

技能 (ｱ)
光や音の性質について，光を当てたときの明るさや暖かさ，音を出したときの震え方に着目して，光の強さや音の大きさを変えたときの違いを比較しながら

調べる活動を通して，光や音の性質の内容における観察，実験などに関する初歩的な技能を身に付ける。

思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

光や音の性質について，光を当てたときの明るさや暖かさ，音を出したときの震え方に着目して，光の強さや音の大きさを変えたときの違いを比較しながら

調べる活動を通して，光を当てたときの明るさや暖かさの様子，音を出したときの震え方の様子について調べる中で，差異点や共通点に気付き，光や音の

性質についての疑問をもち，表現することができる。
学びに

向かう力,

人間性等
目標ウ

光や音の性質について，光を当てたときの明るさや暖かさ，音を出したときの震え方に着目して，光の強さや音の大きさを変えたときの違いを比較しながら

調べる活動を通して，光や音の性質について進んで調べ，学んだことを日常生活などに生かそうとする。

(ｱ)㋐
磁石の性質について，磁石を身の回りの物に近付けたときの様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，磁石に引き付けられる物と引き付

けられない物があることを理解することができる。

(ｱ)㋑
磁石の性質について，磁石を身の回りの物に近付けたときの様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，磁石の異極は引き合い，同極は

退け合うことを理解することができる。

技能 (ｱ)
磁石の性質について，磁石を身の回りの物に近付けたときの様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，磁石の性質の内容における観察，

実験などに関する初歩的な技能を身に付ける。
思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

磁石の性質について，磁石を身の回りの物に近付けたときの様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，磁石を身の回りの物に近付けた

ときの様子について調べる中で，差異点や共通点に気付き，磁石の性質についての疑問をもち，表現することができる。
学びに向

かう力,人

間性等
目標ウ

磁石の性質について，磁石を身の回りの物に近付けたときの様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，磁石の性質について進んで調べ，

学んだことを日常生活などに生かそうとする。

(ｱ)㋐
電気の回路について，乾電池と豆電球などのつなぎ方と，乾電池につないだ物の様子に着目して，電気を通すときと通さないときのつなぎ方を比較しながら

調べる活動を通して，電気を通すつなぎ方と通さないつなぎ方があることを理解することができる。

(ｱ)㋑
電気の回路について，乾電池と豆電球などのつなぎ方と，乾電池につないだ物の様子に着目して，電気を通すときと通さないときのつなぎ方を比較しながら

調べる活動を通して，電気を通す物と通さない物があることを理解することができる。

技能 (ｱ)
電気の回路について，乾電池と豆電球などのつなぎ方と，乾電池につないだ物の様子に着目して，電気を通すときと通さないときのつなぎ方を比較しながら

調べる活動を通して，電気の通り道の内容における観察，実験などに関する初歩的な技能を身に付ける。

思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

電気の回路について，乾電池と豆電球などのつなぎ方と，乾電池につないだ物の様子に着目して，電気を通すときと通さないときのつなぎ方を比較しながら

調べる活動を通して，乾電池と豆電球などをつないだときの様子について調べる中で，差異点や共通点に気付き，電気の回路についての疑問をもち，表現

することができる。
学びに

向かう力,

人間性等
C目標ウ

電気の回路について，乾電池と豆電球などのつなぎ方と，乾電池につないだ物の様子に着目して，電気を通すときと通さないときのつなぎ方を比較しながら

調べる活動を通して，電気の回路について進んで調べ，学んだことを日常生活などに生かそうとする。

(ｱ)㋐
水や空気の性質について，体積や状態の変化に着目して，それらと温度の変化とを関係付けて調べる活動を通して，水や空気は，温めたり冷やしたりする

と，その体積が変わることを理解することができる。

(ｱ)㋑
水や空気の性質について，体積や状態の変化に着目して，それらと温度の変化とを関係付けて調べる活動を通して，水は，温度によって水蒸気や氷に変わ

ることを理解することができる。

技能 (ｱ)
水や空気の性質について，体積や状態の変化に着目して，それらと温度の変化とを関係付けて調べる活動を通して，水や空気と温度の内容における観察，

実験などに関する初歩的な技能を身に付ける。
思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

水や空気の性質について，体積や状態の変化に着目して，それらと温度の変化とを関係付けて調べる活動を通して，水や空気の体積や状態の変化につい

て調べる中で，見いだした疑問について，既習の内容や生活経験を基に予想し，表現することができる。
学びに

向かう力,

人間性等
目標ウ

水や空気の性質について，体積や状態の変化に着目して，それらと温度の変化とを関係付けて調べる活動を通して，水や空気の性質について見いだした疑

問を進んで調べ，学んだことを日常生活や社会生活などに生かそうとする。

内　容

Ａ

生

命

Ｂ

地

球

・

自

然

Ｃ

物

質

・

エ

ネ

ル

ギ

ー

オ電気の通り道

ア物と重さ

ア雨水の行方と地面の

様子

イ天気の様子

知識

知識

サ生命・自然

ア人の体のつくりと運動

1

シものの仕組

みと働き

イ風やゴムの力の働き

知識

ウ光や音の性質

知識

エ磁石の性質

知識

知識

ア水や空気と温度

知識

2

目     標

中

学

部

理

科

ア身の回りの生物

知識

1

知識

2

イ季節と生物

知識

ア太陽と地面の様子

知識

1

知識

2

知識

ウ月と星

52

(ｱ)㋐
風やゴムの力の働きについて，力と物の動く様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，風の力は，物を動かすことができることや，風の力

の大きさを変えると，物が動く様子も変わることを理解することができる。

(ｱ)㋑
風やゴムの力の働きについて，力と物の動く様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，ゴムの力は，物を動かすことができることや，ゴムの

力の大きさを変えると，物が動く様子も変わることを理解することができる。

技能 (ｱ)
風やゴムの力の働きについて，力と物の動く様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，風やゴムの力の働きの内容における観察，実験な

どに関する初歩的な技能を身に付ける。
思考力,

判断力,

表現力等
(ｲ)

風やゴムの力の働きについて，力と物の動く様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，風やゴムの力で物が動く様子について調べる中

で，差異点や共通点に気付き，風やゴムの力の働きについての疑問をもち，表現することができる。
学びに

向かう力,

人間性等
目標ウ

風やゴムの力の働きについて，力と物の動く様子に着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，風やゴムの力の働きについて進んで調べ，学んだ

ことを日常生活などに生かそうとする。

1イ風やゴムの力の働き

知識

理科

参考：独立行政法人国立特別支援
教育総合研究所「障害種別特定研
究 知的障害教育における授業づく
りと学習評価に関する研究（令和３
年度～４年度）研究成果報告書」
令和５年３月
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参考：独立行政法人国立特別支援教育総合研究
所「障害種別特定研究 知的障害教育における
授業づくりと学習評価に関する研究（令和３年度
～４年度）研究成果報告書」令和５年３月

教　科 内　容 三つの柱 段階 中学部

1
食事や用便等の生活習慣に関わる初歩的な学習活動を通して， 簡単な身

辺処理に関する初歩的な知識や技能を身に付ける。

2
食事， 用便， 清潔等の基本的生活習慣に関わる学習活動を通して， 身近

な生活に必要な身辺処理に関する基礎的な知識や技能を身に付ける。

3
身の回りの整理や身なりなどの基本的生活習慣や日常生活に役立つこと

に関わる学習活動を通して， 日常生活に必要な身辺処理等に関する知識

1
食事や用便等の生活習慣に関わる初歩的な学習活動を通して， 簡単な身

辺処理に気付き， 教師と一緒に行うことができる。

2
食事， 用便， 清潔等の基本的生活習慣に関わる学習活動を通して，必要

な身辺処理が分かり，身近な生活に役立てようとすることができる。

3

身の回りの整理や身なりなどの基本的生活習慣や日常生活に役立つこと

に関わる学習活動を通して， 必要な身辺処理や集団での基本的生活習慣

が分かり， 日常生活に役立てようとすることができる。

1
危ないことや危険な場所等における安全に関わる初歩的な学習活動を通

して， 安全に関わる初歩的な知識や技能を身に付ける。

2
遊具や器具の使い方，避難訓練等の基本的な安全や防災に関わる学習活

動を通して，安全や防災に関わる基礎的な知識や技能を身に付ける。

3
交通安全や避難訓練等の安全や防災に関わる学習活動を通して，安全や

防災に関わる知識や技能を身に付ける。

1

危ないことや危険な場所等における安全に関わる初歩的な学習活動を通

して，身の回りの安全に気付き， 教師と一緒に安全な生活に取り組もうとす

ることができる。

2

遊具や器具の使い方，避難訓練等の基本的な安全や防災に関わる学習活

動を通して，身近な生活の安全に関心をもち， 教師の援助を求めながら，

安全な生活に取り組もうとすることができる。

3

交通安全や避難訓練等の安全や防災に関わる学習活動を通して，日常生

活の安全や防災に関心をもち， 安全な生活をするよう心がけることができ

る。

1
日課に沿って教師と共にする学習活動を通して， 簡単な日課について， 関

心をもつことができる。

2
絵や写真カードなどを手掛かりして， 見通しをもち主体的に取り組むことな

どに関わる学習活動を通して， 身近な日課・予定について知る。

3
一週間程度の予定，学校行事や家庭の予定などに関わる学習活動を通し

て， 日課や身近な予定を立てるために必要な知識や技能を身に付ける。

1
日課に沿って教師と共にする学習活動を通して， 身の回りの簡単な日課に

気付き， 教師と一緒に日課に沿って行動しようとすることができる。

2

絵や写真カードなどを手掛かりして， 見通しをもち主体的に取り組むことな

どに関わる学習活動を通して，身近な日課・予定が分かり， 教師の援助を

求めながら， 日課に沿って行動しようとすることができる。

3

一週間程度の予定，学校行事や家庭の予定などに関わる学習活動を通し

て， 日常生活の日課・予定が分かり， およその予定を考えながら，見通しを

もって行動しようとすることができる。

1
自分で好きな遊びをすることなどに関わる学習活動を通して，身の回りの

遊びや遊び方について関心をもつことができる。

2
教師や友達と簡単な遊びをすることなどに関わる学習活動を通して，簡単

なきまりのある遊びについて知る。

3
日常生活の中での遊びに関わる学習活動を通して，きまりのある遊びや友

達と仲良く遊ぶことなどの知識や技能を身に付ける。

1
自分で好きな遊びをすることなどに関わる学習活動を通して，身の回りの

遊びに気付き， 教師や友達と同じ場所で遊ぼうとすることができる。

2

教師や友達と簡単な遊びをすることなどに関わる学習活動を通して，身近

な遊びの中で， 教師や友達と簡単なきまりのある遊びをしたり， 遊びを工

夫しようとしたりすることができる。

3

日常生活の中での遊びに関わる学習活動を通して，日常生活の遊びで，

友達と関わりをもち， きまりを守ったり，遊びを工夫し発展させたりして， 仲

良く遊ぼうとすることができる。

1
小さな集団での学習活動を通して， 身の回りの人との関わり方に関心をも

つことができる。

2
身近な人と接することなどに関わる学習活動を通して，身近な人との接し方

などについて知る。

3
身近なことを教師や友達と話すことなどに関わる学習活動を通して，身近な

人との簡単な応対などをするための知識や技能を身に付ける。

1
小さな集団での学習活動を通して， 教師や身の回りの人に気付き，教師と

一緒に簡単な挨拶などをしようとすることができる。

2
身近な人と接することなどに関わる学習活動を通して，身近な人を知り， 教

師の援助を求めながら挨拶や話などをしようとすることができる。

3

身近なことを教師や友達と話すことなどに関わる学習活動を通して，身近な

人と自分との関わりが分かり， 一人で簡単な応対などをしようとすることが

できる。

1
学級等の集団における役割などに関わる学習活動を通して，集団の中での

役割に関心をもつことができる。

2
学級や学年，異年齢の集団等における役割に関わる学習活動を通して，簡

単な係活動などの役割について知る。

3
様々な集団や地域での役割に関わる学習活動を通して，集団の中での簡

単な役割を果たすための知識や技能を身に付ける。

1
学級等の集団における役割などに関わる学習活動を通して，身の回りの集

団に気付き，教師と一緒に参加しようとすることができる。

2
学級や学年，異年齢の集団等における役割に関わる学習活動を通して，身

近な集団活動に参加し， 簡単な係活動をしようとすることができる。

3
様々な集団や地域での役割に関わる学習活動を通して，様々な集団活動

に進んで参加し， 簡単な役割を果たそうとすることができる。

1
教師と一緒に印刷物を配ることや身の回りの簡単な手伝いなどに関わる学

習活動を通して，簡単な手伝いや仕事に関心をもつことができる。

2
人の役に立つことのできる手伝いや仕事に関わる学習活動を通して，簡単

な手伝いや仕事について知る。

3

自分から調理や製作などの様々な手伝いをすることや学級の備品等の整

理などに関わる学習活動を通して，手伝いや仕事をするための知識や技能

を身に付ける。

1

教師と一緒に印刷物を配ることや身の回りの簡単な手伝いなどに関わる学

習活動を通して，身の回りの簡単な手伝いや仕事を教師と一緒にしようと

することができる。

2

人の役に立つことのできる手伝いや仕事に関わる学習活動を通して，教師

の援助を求めながら身近で簡単な手伝いや仕事をしようとすることができ

る。

3

自分から調理や製作などの様々な手伝いをすることや学級の備品等の整

理などに関わる学習活動を通して，日常生活の手伝いや仕事を進んでしよ

うとすることができる。

1
簡単な買い物や金銭を大切に扱うことなどに関わる学習活動を通して，金

銭の扱い方などに関心をもつことができる。

2
金銭の価値に気付くことや金銭を扱うことなどに関わる学習活動を通して，

金銭の扱い方などを知る。

3
価格に応じて必要な貨幣を組み合わせるなどの金銭に関わる学習活動を

通して，金銭の扱い方などの知識や技能を身に付ける。

1
簡単な買い物や金銭を大切に扱うことなどに関わる学習活動を通して，身

の回りの生活の中で，教師と一緒に金銭を扱おうとすることができる。

2
金銭の価値に気付くことや金銭を扱うことなどに関わる学習活動を通して，

身近な生活の中で， 教師に援助を求めながら買い物をし， 金銭の大切さ

3
価格に応じて必要な貨幣を組み合わせるなどの金銭に関わる学習活動を

通して，日常生活の中で， 金銭の価値が分かり扱いに慣れる。

1
学校生活の簡単なきまりに関わる学習活動を通して， 簡単なきまりについ

て関心をもつことができる。

2
順番を守ることや信号を守って横断することなど，簡単なきまりやマナーに

関わる学習活動を通して，簡単なきまりやマナーについて知る。

3
学校のきまりや公共の場でのマナー等に関わる学習活動を通して，簡単な

きまりやマナーに関する知識や技能を身に付ける。

1
学校生活の簡単なきまりに関わる学習活動を通して，身の回りの簡単なき

まりに従って教師と一緒に行動しようとすることができる。

2

順番を守ることや信号を守って横断することなど，簡単なきまりやマナーに

関わる学習活動を通して，身近で簡単なきまりやマナーに気付き， それらを

守って行動しようとすることができる。

3

学校のきまりや公共の場でのマナー等に関わる学習活動を通して，日常生

活の簡単なきまりやマナーが分かり， それらを守って行動しようとすることが

できる。

1

自分の家族や近隣に関心をもつこと及び公園等の公共施設に関わる学習

活動を通して， 身の回りの社会の仕組みや公共施設の使い方などについ

て関心をもつことができる。

2
自分の住む地域のことや図書館や児童館等の公共施設に関わる学習活

動を通して， 身近な社会の仕組みや公共施設の使い方などを知る。

3

自分の地域や周辺の地理などの社会の様子， 警察署や消防署などの公

共施設に関わる学習活動を通して， 日常生活に関わりのある社会の仕組

みや公共施設などを知ったり， 活用したりすることができる。

1

自分の家族や近隣に関心をもつこと及び公園等の公共施設に関わる学習

活動を通して， 身の回りにある社会の仕組みや公共施設に気付き， それを

教師と一緒にみんなに伝えようとすることができる。

2

自分の住む地域のことや図書館や児童館等の公共施設に関わる学習活

動を通して， 教師の援助を求めながら身近な社会の仕組みや公共施設に

気付き， それらを表現しようとすることができる。

3

自分の地域や周辺の地理などの社会の様子， 警察署や消防署などの公

共施設に関わる学習活動を通して， 日常生活に関わりのある社会の仕組

みや公共施設が分かり， それらを表現することができる。

1

教師と一緒に公園や野山などの自然に触れることや生き物に興味や関心

をもつことなどに関わる学習活動を通して， 身の回りの生命や自然につい

て関心をもつことができる。

2

小動物等を飼育し生き物への興味・関心をもつことや天候の変化， 季節の

特徴に関心をもつことなどに関わる学習活動を通して， 身近な生命や自然

について知る。

3

身近にいる昆虫， 魚， 小鳥の飼育や草花などの栽培及び四季の変化や天

体の動きなどに関わる学習活動を通して， 日常生活に関わりのある生命や

自然について関心をもって調べることができる。

1

教師と一緒に公園や野山などの自然に触れることや生き物に興味や関心

をもつことなどに関わる学習活動を通して， 身の回りにある生命や自然に

気付き， それを教師と一緒にみんなに伝えようとすることができる。

2

小動物等を飼育し生き物への興味・関心をもつことや天候の変化， 季節の

特徴に関心をもつことなどに関わる学習活動を通して，身近な生命や自然

の特徴や変化が分かり， それらを表現しようとすることができる。

3

身近にいる昆虫， 魚， 小鳥の飼育や草花などの栽培及び四季の変化や天

体の動きなどに関わる学習活動を通して，日常生活に関わりのある生命や

自然の特徴や変化が分かり， それらを表現することができる。

1
身の回りの生活の中で，物の重さに気付くことなどに関わる学習活動に通

して，身の回りにあるものの仕組みや働きについて関心をもつことができる。

2
身近な生活の中で，ものの仕組みなどに関わる学習活動を通して，身近に

あるものの仕組みや働きについて知る。

3
日常生活の中で，ものの仕組みなどに関わる学習活動を通して，ものの仕

組みや働きに関して関心をもって調べることができる。

1

身の回りの生活の中で，物の重さに気付くことなどに関わる学習活動に通

して，身の回りにあるものの仕組みや働きに気付き， それを教師と一緒にみ

んなに伝えようとすることができる。

2
身近な生活の中で，ものの仕組みなどに関わる学習活動を通して，身近に

あるものの仕組みや働きが分かり， それらを表現しようとすることができる。

3
日常生活の中で，ものの仕組みなどに関わる学習活動を通して，日常生活

の中で， ものの仕組みや働きが分かり， それらを表現することができる。

1

具体的な活動や体験を通して，自分のことに取り組もうとしたり，身近な

人々，社会及び自然に関心をもち，意欲をもって学んだり，生活に生かそうと

したりする。

2

具体的な活動や体験を通して，自分のことに取り組もうとしたり，身近な

人々，社会及び自然に自ら働きかけようとしたり，意欲や自信をもって学ん

だり，生活に生かそうとしたりする。

3

具体的な活動や体験を通して，自分のことに取り組んだり，身近な人々，社

会及び自然に自ら働きかけ， 意欲や自信をもって学んだり，生活を豊かに

しようとしたりする。

（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

学びに向かう力,人間性等 目標ウ

社会科

ウ地域の安全

社会科

ア社会参加と

きまり

社会科

エ産業と生活

職業・家庭科

家庭分野

C消費生活・

環境

社会科

ア社会参加と

きまり

社会科

イ公共施設と

制度

ウ地域の安全

エ産業と生活

オ我が国の

地理や歴史

理科

A生命

B地球・自然

理科

C物質・

エネルギー

上記項目

共通

コ社会の仕組みと

公共施設

シものの仕組みと働き

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

（ｱ）

（ｱ）

サ生命・自然

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

（ｱ）

知識及び

技能

ケきまり

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

（ｱ）

ク金銭の扱い

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

（ｱ）

キ手伝い・仕事

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

（ｱ）

カ役割

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

（ｱ）

オ人との関わり

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

（ｱ）

（ｱ）

エ遊び

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

（ｱ）

目     標

小

学

部

生

活

科

ア基本的生活習慣

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

（ｱ）

イ安全

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

（ｱ）

ウ日課・予定

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

教　科 内　容 三つの柱 段階 中学部

1
食事や用便等の生活習慣に関わる初歩的な学習活動を通して， 簡単な身

辺処理に関する初歩的な知識や技能を身に付ける。

2
食事， 用便， 清潔等の基本的生活習慣に関わる学習活動を通して， 身近

な生活に必要な身辺処理に関する基礎的な知識や技能を身に付ける。

3
身の回りの整理や身なりなどの基本的生活習慣や日常生活に役立つこと

に関わる学習活動を通して， 日常生活に必要な身辺処理等に関する知識

1
食事や用便等の生活習慣に関わる初歩的な学習活動を通して， 簡単な身

辺処理に気付き， 教師と一緒に行うことができる。

2
食事， 用便， 清潔等の基本的生活習慣に関わる学習活動を通して，必要

な身辺処理が分かり，身近な生活に役立てようとすることができる。

3

身の回りの整理や身なりなどの基本的生活習慣や日常生活に役立つこと

に関わる学習活動を通して， 必要な身辺処理や集団での基本的生活習慣

が分かり， 日常生活に役立てようとすることができる。

1
危ないことや危険な場所等における安全に関わる初歩的な学習活動を通

して， 安全に関わる初歩的な知識や技能を身に付ける。

2
遊具や器具の使い方，避難訓練等の基本的な安全や防災に関わる学習活

動を通して，安全や防災に関わる基礎的な知識や技能を身に付ける。

3
交通安全や避難訓練等の安全や防災に関わる学習活動を通して，安全や

防災に関わる知識や技能を身に付ける。

1

危ないことや危険な場所等における安全に関わる初歩的な学習活動を通

して，身の回りの安全に気付き， 教師と一緒に安全な生活に取り組もうとす

ることができる。

2

遊具や器具の使い方，避難訓練等の基本的な安全や防災に関わる学習活

動を通して，身近な生活の安全に関心をもち， 教師の援助を求めながら，

安全な生活に取り組もうとすることができる。

3

交通安全や避難訓練等の安全や防災に関わる学習活動を通して，日常生

活の安全や防災に関心をもち， 安全な生活をするよう心がけることができ

る。

1
日課に沿って教師と共にする学習活動を通して， 簡単な日課について， 関

心をもつことができる。

2
絵や写真カードなどを手掛かりして， 見通しをもち主体的に取り組むことな

どに関わる学習活動を通して， 身近な日課・予定について知る。

3
一週間程度の予定，学校行事や家庭の予定などに関わる学習活動を通し

て， 日課や身近な予定を立てるために必要な知識や技能を身に付ける。

1
日課に沿って教師と共にする学習活動を通して， 身の回りの簡単な日課に

気付き， 教師と一緒に日課に沿って行動しようとすることができる。

2

絵や写真カードなどを手掛かりして， 見通しをもち主体的に取り組むことな

どに関わる学習活動を通して，身近な日課・予定が分かり， 教師の援助を

求めながら， 日課に沿って行動しようとすることができる。

3

一週間程度の予定，学校行事や家庭の予定などに関わる学習活動を通し

て， 日常生活の日課・予定が分かり， およその予定を考えながら，見通しを

もって行動しようとすることができる。

1
自分で好きな遊びをすることなどに関わる学習活動を通して，身の回りの

遊びや遊び方について関心をもつことができる。

2
教師や友達と簡単な遊びをすることなどに関わる学習活動を通して，簡単

なきまりのある遊びについて知る。

3
日常生活の中での遊びに関わる学習活動を通して，きまりのある遊びや友

達と仲良く遊ぶことなどの知識や技能を身に付ける。

1
自分で好きな遊びをすることなどに関わる学習活動を通して，身の回りの

遊びに気付き， 教師や友達と同じ場所で遊ぼうとすることができる。

2

教師や友達と簡単な遊びをすることなどに関わる学習活動を通して，身近

な遊びの中で， 教師や友達と簡単なきまりのある遊びをしたり， 遊びを工

夫しようとしたりすることができる。

3

日常生活の中での遊びに関わる学習活動を通して，日常生活の遊びで，

友達と関わりをもち， きまりを守ったり，遊びを工夫し発展させたりして， 仲

良く遊ぼうとすることができる。

1
小さな集団での学習活動を通して， 身の回りの人との関わり方に関心をも

つことができる。

2
身近な人と接することなどに関わる学習活動を通して，身近な人との接し方

などについて知る。

3
身近なことを教師や友達と話すことなどに関わる学習活動を通して，身近な

人との簡単な応対などをするための知識や技能を身に付ける。

1
小さな集団での学習活動を通して， 教師や身の回りの人に気付き，教師と

一緒に簡単な挨拶などをしようとすることができる。

2
身近な人と接することなどに関わる学習活動を通して，身近な人を知り， 教

師の援助を求めながら挨拶や話などをしようとすることができる。

3

身近なことを教師や友達と話すことなどに関わる学習活動を通して，身近な

人と自分との関わりが分かり， 一人で簡単な応対などをしようとすることが

できる。

1
学級等の集団における役割などに関わる学習活動を通して，集団の中での

役割に関心をもつことができる。

2
学級や学年，異年齢の集団等における役割に関わる学習活動を通して，簡

単な係活動などの役割について知る。

3
様々な集団や地域での役割に関わる学習活動を通して，集団の中での簡

単な役割を果たすための知識や技能を身に付ける。

1
学級等の集団における役割などに関わる学習活動を通して，身の回りの集

団に気付き，教師と一緒に参加しようとすることができる。

2
学級や学年，異年齢の集団等における役割に関わる学習活動を通して，身

近な集団活動に参加し， 簡単な係活動をしようとすることができる。

3
様々な集団や地域での役割に関わる学習活動を通して，様々な集団活動

に進んで参加し， 簡単な役割を果たそうとすることができる。

1
教師と一緒に印刷物を配ることや身の回りの簡単な手伝いなどに関わる学

習活動を通して，簡単な手伝いや仕事に関心をもつことができる。

2
人の役に立つことのできる手伝いや仕事に関わる学習活動を通して，簡単

な手伝いや仕事について知る。

3

自分から調理や製作などの様々な手伝いをすることや学級の備品等の整

理などに関わる学習活動を通して，手伝いや仕事をするための知識や技能

を身に付ける。

1

教師と一緒に印刷物を配ることや身の回りの簡単な手伝いなどに関わる学

習活動を通して，身の回りの簡単な手伝いや仕事を教師と一緒にしようと

することができる。

2

人の役に立つことのできる手伝いや仕事に関わる学習活動を通して，教師

の援助を求めながら身近で簡単な手伝いや仕事をしようとすることができ

る。

3

自分から調理や製作などの様々な手伝いをすることや学級の備品等の整

理などに関わる学習活動を通して，日常生活の手伝いや仕事を進んでしよ

うとすることができる。

1
簡単な買い物や金銭を大切に扱うことなどに関わる学習活動を通して，金

銭の扱い方などに関心をもつことができる。

2
金銭の価値に気付くことや金銭を扱うことなどに関わる学習活動を通して，

金銭の扱い方などを知る。

3
価格に応じて必要な貨幣を組み合わせるなどの金銭に関わる学習活動を

通して，金銭の扱い方などの知識や技能を身に付ける。

1
簡単な買い物や金銭を大切に扱うことなどに関わる学習活動を通して，身

の回りの生活の中で，教師と一緒に金銭を扱おうとすることができる。

2
金銭の価値に気付くことや金銭を扱うことなどに関わる学習活動を通して，

身近な生活の中で， 教師に援助を求めながら買い物をし， 金銭の大切さ

3
価格に応じて必要な貨幣を組み合わせるなどの金銭に関わる学習活動を

通して，日常生活の中で， 金銭の価値が分かり扱いに慣れる。

1
学校生活の簡単なきまりに関わる学習活動を通して， 簡単なきまりについ

て関心をもつことができる。

2
順番を守ることや信号を守って横断することなど，簡単なきまりやマナーに

関わる学習活動を通して，簡単なきまりやマナーについて知る。

3
学校のきまりや公共の場でのマナー等に関わる学習活動を通して，簡単な

きまりやマナーに関する知識や技能を身に付ける。

1
学校生活の簡単なきまりに関わる学習活動を通して，身の回りの簡単なき

まりに従って教師と一緒に行動しようとすることができる。

2

順番を守ることや信号を守って横断することなど，簡単なきまりやマナーに

関わる学習活動を通して，身近で簡単なきまりやマナーに気付き， それらを

守って行動しようとすることができる。

3

学校のきまりや公共の場でのマナー等に関わる学習活動を通して，日常生

活の簡単なきまりやマナーが分かり， それらを守って行動しようとすることが

できる。

1

自分の家族や近隣に関心をもつこと及び公園等の公共施設に関わる学習

活動を通して， 身の回りの社会の仕組みや公共施設の使い方などについ

て関心をもつことができる。

2
自分の住む地域のことや図書館や児童館等の公共施設に関わる学習活

動を通して， 身近な社会の仕組みや公共施設の使い方などを知る。

3

自分の地域や周辺の地理などの社会の様子， 警察署や消防署などの公

共施設に関わる学習活動を通して， 日常生活に関わりのある社会の仕組

みや公共施設などを知ったり， 活用したりすることができる。

1

自分の家族や近隣に関心をもつこと及び公園等の公共施設に関わる学習

活動を通して， 身の回りにある社会の仕組みや公共施設に気付き， それを

教師と一緒にみんなに伝えようとすることができる。

2

自分の住む地域のことや図書館や児童館等の公共施設に関わる学習活

動を通して， 教師の援助を求めながら身近な社会の仕組みや公共施設に

気付き， それらを表現しようとすることができる。

3

自分の地域や周辺の地理などの社会の様子， 警察署や消防署などの公

共施設に関わる学習活動を通して， 日常生活に関わりのある社会の仕組

みや公共施設が分かり， それらを表現することができる。

1

教師と一緒に公園や野山などの自然に触れることや生き物に興味や関心

をもつことなどに関わる学習活動を通して， 身の回りの生命や自然につい

て関心をもつことができる。

2

小動物等を飼育し生き物への興味・関心をもつことや天候の変化， 季節の

特徴に関心をもつことなどに関わる学習活動を通して， 身近な生命や自然

について知る。

3

身近にいる昆虫， 魚， 小鳥の飼育や草花などの栽培及び四季の変化や天

体の動きなどに関わる学習活動を通して， 日常生活に関わりのある生命や

自然について関心をもって調べることができる。

1

教師と一緒に公園や野山などの自然に触れることや生き物に興味や関心

をもつことなどに関わる学習活動を通して， 身の回りにある生命や自然に

気付き， それを教師と一緒にみんなに伝えようとすることができる。

2

小動物等を飼育し生き物への興味・関心をもつことや天候の変化， 季節の

特徴に関心をもつことなどに関わる学習活動を通して，身近な生命や自然

の特徴や変化が分かり， それらを表現しようとすることができる。

3

身近にいる昆虫， 魚， 小鳥の飼育や草花などの栽培及び四季の変化や天

体の動きなどに関わる学習活動を通して，日常生活に関わりのある生命や

自然の特徴や変化が分かり， それらを表現することができる。

1
身の回りの生活の中で，物の重さに気付くことなどに関わる学習活動に通

して，身の回りにあるものの仕組みや働きについて関心をもつことができる。

2
身近な生活の中で，ものの仕組みなどに関わる学習活動を通して，身近に

あるものの仕組みや働きについて知る。

3
日常生活の中で，ものの仕組みなどに関わる学習活動を通して，ものの仕

組みや働きに関して関心をもって調べることができる。

1

身の回りの生活の中で，物の重さに気付くことなどに関わる学習活動に通

して，身の回りにあるものの仕組みや働きに気付き， それを教師と一緒にみ

んなに伝えようとすることができる。

2
身近な生活の中で，ものの仕組みなどに関わる学習活動を通して，身近に

あるものの仕組みや働きが分かり， それらを表現しようとすることができる。

3
日常生活の中で，ものの仕組みなどに関わる学習活動を通して，日常生活

の中で， ものの仕組みや働きが分かり， それらを表現することができる。

1

具体的な活動や体験を通して，自分のことに取り組もうとしたり，身近な

人々，社会及び自然に関心をもち，意欲をもって学んだり，生活に生かそうと

したりする。

2

具体的な活動や体験を通して，自分のことに取り組もうとしたり，身近な

人々，社会及び自然に自ら働きかけようとしたり，意欲や自信をもって学ん

だり，生活に生かそうとしたりする。

3

具体的な活動や体験を通して，自分のことに取り組んだり，身近な人々，社

会及び自然に自ら働きかけ， 意欲や自信をもって学んだり，生活を豊かに

しようとしたりする。

（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

学びに向かう力,人間性等 目標ウ

社会科

ウ地域の安全

社会科

ア社会参加と

きまり

社会科

エ産業と生活

職業・家庭科

家庭分野

C消費生活・

環境

社会科

ア社会参加と

きまり

社会科

イ公共施設と

制度

ウ地域の安全

エ産業と生活

オ我が国の

地理や歴史

理科

A生命

B地球・自然

理科

C物質・

エネルギー

上記項目

共通

コ社会の仕組みと

公共施設

シものの仕組みと働き

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

（ｱ）

（ｱ）

サ生命・自然

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

（ｱ）

知識及び

技能

ケきまり

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

（ｱ）

ク金銭の扱い

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

（ｱ）

キ手伝い・仕事

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

（ｱ）

カ役割

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

（ｱ）

オ人との関わり

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

（ｱ）

（ｱ）

エ遊び

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

（ｱ）

目     標

小

学

部

生

活

科

ア基本的生活習慣

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

（ｱ）

イ安全

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

（ｱ）

ウ日課・予定

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

教　科 内　容 三つの柱 段階 中学部

1
食事や用便等の生活習慣に関わる初歩的な学習活動を通して， 簡単な身

辺処理に関する初歩的な知識や技能を身に付ける。

2
食事， 用便， 清潔等の基本的生活習慣に関わる学習活動を通して， 身近

な生活に必要な身辺処理に関する基礎的な知識や技能を身に付ける。

3
身の回りの整理や身なりなどの基本的生活習慣や日常生活に役立つこと

に関わる学習活動を通して， 日常生活に必要な身辺処理等に関する知識

1
食事や用便等の生活習慣に関わる初歩的な学習活動を通して， 簡単な身

辺処理に気付き， 教師と一緒に行うことができる。

2
食事， 用便， 清潔等の基本的生活習慣に関わる学習活動を通して，必要

な身辺処理が分かり，身近な生活に役立てようとすることができる。

3

身の回りの整理や身なりなどの基本的生活習慣や日常生活に役立つこと

に関わる学習活動を通して， 必要な身辺処理や集団での基本的生活習慣

が分かり， 日常生活に役立てようとすることができる。

1
危ないことや危険な場所等における安全に関わる初歩的な学習活動を通

して， 安全に関わる初歩的な知識や技能を身に付ける。

2
遊具や器具の使い方，避難訓練等の基本的な安全や防災に関わる学習活

動を通して，安全や防災に関わる基礎的な知識や技能を身に付ける。

3
交通安全や避難訓練等の安全や防災に関わる学習活動を通して，安全や

防災に関わる知識や技能を身に付ける。

1

危ないことや危険な場所等における安全に関わる初歩的な学習活動を通

して，身の回りの安全に気付き， 教師と一緒に安全な生活に取り組もうとす

ることができる。

2

遊具や器具の使い方，避難訓練等の基本的な安全や防災に関わる学習活

動を通して，身近な生活の安全に関心をもち， 教師の援助を求めながら，

安全な生活に取り組もうとすることができる。

3

交通安全や避難訓練等の安全や防災に関わる学習活動を通して，日常生

活の安全や防災に関心をもち， 安全な生活をするよう心がけることができ

る。

1
日課に沿って教師と共にする学習活動を通して， 簡単な日課について， 関

心をもつことができる。

2
絵や写真カードなどを手掛かりして， 見通しをもち主体的に取り組むことな

どに関わる学習活動を通して， 身近な日課・予定について知る。

3
一週間程度の予定，学校行事や家庭の予定などに関わる学習活動を通し

て， 日課や身近な予定を立てるために必要な知識や技能を身に付ける。

1
日課に沿って教師と共にする学習活動を通して， 身の回りの簡単な日課に

気付き， 教師と一緒に日課に沿って行動しようとすることができる。

2

絵や写真カードなどを手掛かりして， 見通しをもち主体的に取り組むことな

どに関わる学習活動を通して，身近な日課・予定が分かり， 教師の援助を

求めながら， 日課に沿って行動しようとすることができる。

3

一週間程度の予定，学校行事や家庭の予定などに関わる学習活動を通し

て， 日常生活の日課・予定が分かり， およその予定を考えながら，見通しを

もって行動しようとすることができる。

1
自分で好きな遊びをすることなどに関わる学習活動を通して，身の回りの

遊びや遊び方について関心をもつことができる。

2
教師や友達と簡単な遊びをすることなどに関わる学習活動を通して，簡単

なきまりのある遊びについて知る。

3
日常生活の中での遊びに関わる学習活動を通して，きまりのある遊びや友

達と仲良く遊ぶことなどの知識や技能を身に付ける。

1
自分で好きな遊びをすることなどに関わる学習活動を通して，身の回りの

遊びに気付き， 教師や友達と同じ場所で遊ぼうとすることができる。

2

教師や友達と簡単な遊びをすることなどに関わる学習活動を通して，身近

な遊びの中で， 教師や友達と簡単なきまりのある遊びをしたり， 遊びを工

夫しようとしたりすることができる。

3

日常生活の中での遊びに関わる学習活動を通して，日常生活の遊びで，

友達と関わりをもち， きまりを守ったり，遊びを工夫し発展させたりして， 仲

良く遊ぼうとすることができる。

1
小さな集団での学習活動を通して， 身の回りの人との関わり方に関心をも

つことができる。

2
身近な人と接することなどに関わる学習活動を通して，身近な人との接し方

などについて知る。

3
身近なことを教師や友達と話すことなどに関わる学習活動を通して，身近な

人との簡単な応対などをするための知識や技能を身に付ける。

1
小さな集団での学習活動を通して， 教師や身の回りの人に気付き，教師と

一緒に簡単な挨拶などをしようとすることができる。

2
身近な人と接することなどに関わる学習活動を通して，身近な人を知り， 教

師の援助を求めながら挨拶や話などをしようとすることができる。

3

身近なことを教師や友達と話すことなどに関わる学習活動を通して，身近な

人と自分との関わりが分かり， 一人で簡単な応対などをしようとすることが

できる。

1
学級等の集団における役割などに関わる学習活動を通して，集団の中での

役割に関心をもつことができる。

2
学級や学年，異年齢の集団等における役割に関わる学習活動を通して，簡

単な係活動などの役割について知る。

3
様々な集団や地域での役割に関わる学習活動を通して，集団の中での簡

単な役割を果たすための知識や技能を身に付ける。

1
学級等の集団における役割などに関わる学習活動を通して，身の回りの集

団に気付き，教師と一緒に参加しようとすることができる。

2
学級や学年，異年齢の集団等における役割に関わる学習活動を通して，身

近な集団活動に参加し， 簡単な係活動をしようとすることができる。

3
様々な集団や地域での役割に関わる学習活動を通して，様々な集団活動

に進んで参加し， 簡単な役割を果たそうとすることができる。

1
教師と一緒に印刷物を配ることや身の回りの簡単な手伝いなどに関わる学

習活動を通して，簡単な手伝いや仕事に関心をもつことができる。

2
人の役に立つことのできる手伝いや仕事に関わる学習活動を通して，簡単

な手伝いや仕事について知る。

3

自分から調理や製作などの様々な手伝いをすることや学級の備品等の整

理などに関わる学習活動を通して，手伝いや仕事をするための知識や技能

を身に付ける。

1

教師と一緒に印刷物を配ることや身の回りの簡単な手伝いなどに関わる学

習活動を通して，身の回りの簡単な手伝いや仕事を教師と一緒にしようと

することができる。

2

人の役に立つことのできる手伝いや仕事に関わる学習活動を通して，教師

の援助を求めながら身近で簡単な手伝いや仕事をしようとすることができ

る。

3

自分から調理や製作などの様々な手伝いをすることや学級の備品等の整

理などに関わる学習活動を通して，日常生活の手伝いや仕事を進んでしよ

うとすることができる。

1
簡単な買い物や金銭を大切に扱うことなどに関わる学習活動を通して，金

銭の扱い方などに関心をもつことができる。

2
金銭の価値に気付くことや金銭を扱うことなどに関わる学習活動を通して，

金銭の扱い方などを知る。

3
価格に応じて必要な貨幣を組み合わせるなどの金銭に関わる学習活動を

通して，金銭の扱い方などの知識や技能を身に付ける。

1
簡単な買い物や金銭を大切に扱うことなどに関わる学習活動を通して，身

の回りの生活の中で，教師と一緒に金銭を扱おうとすることができる。

2
金銭の価値に気付くことや金銭を扱うことなどに関わる学習活動を通して，

身近な生活の中で， 教師に援助を求めながら買い物をし， 金銭の大切さ

3
価格に応じて必要な貨幣を組み合わせるなどの金銭に関わる学習活動を

通して，日常生活の中で， 金銭の価値が分かり扱いに慣れる。

1
学校生活の簡単なきまりに関わる学習活動を通して， 簡単なきまりについ

て関心をもつことができる。

2
順番を守ることや信号を守って横断することなど，簡単なきまりやマナーに

関わる学習活動を通して，簡単なきまりやマナーについて知る。

3
学校のきまりや公共の場でのマナー等に関わる学習活動を通して，簡単な

きまりやマナーに関する知識や技能を身に付ける。

1
学校生活の簡単なきまりに関わる学習活動を通して，身の回りの簡単なき

まりに従って教師と一緒に行動しようとすることができる。

2

順番を守ることや信号を守って横断することなど，簡単なきまりやマナーに

関わる学習活動を通して，身近で簡単なきまりやマナーに気付き， それらを

守って行動しようとすることができる。

3

学校のきまりや公共の場でのマナー等に関わる学習活動を通して，日常生

活の簡単なきまりやマナーが分かり， それらを守って行動しようとすることが

できる。

1

自分の家族や近隣に関心をもつこと及び公園等の公共施設に関わる学習

活動を通して， 身の回りの社会の仕組みや公共施設の使い方などについ

て関心をもつことができる。

2
自分の住む地域のことや図書館や児童館等の公共施設に関わる学習活

動を通して， 身近な社会の仕組みや公共施設の使い方などを知る。

3

自分の地域や周辺の地理などの社会の様子， 警察署や消防署などの公

共施設に関わる学習活動を通して， 日常生活に関わりのある社会の仕組

みや公共施設などを知ったり， 活用したりすることができる。

1

自分の家族や近隣に関心をもつこと及び公園等の公共施設に関わる学習

活動を通して， 身の回りにある社会の仕組みや公共施設に気付き， それを

教師と一緒にみんなに伝えようとすることができる。

2

自分の住む地域のことや図書館や児童館等の公共施設に関わる学習活

動を通して， 教師の援助を求めながら身近な社会の仕組みや公共施設に

気付き， それらを表現しようとすることができる。

3

自分の地域や周辺の地理などの社会の様子， 警察署や消防署などの公

共施設に関わる学習活動を通して， 日常生活に関わりのある社会の仕組

みや公共施設が分かり， それらを表現することができる。

1

教師と一緒に公園や野山などの自然に触れることや生き物に興味や関心

をもつことなどに関わる学習活動を通して， 身の回りの生命や自然につい

て関心をもつことができる。

2

小動物等を飼育し生き物への興味・関心をもつことや天候の変化， 季節の

特徴に関心をもつことなどに関わる学習活動を通して， 身近な生命や自然

について知る。

3

身近にいる昆虫， 魚， 小鳥の飼育や草花などの栽培及び四季の変化や天

体の動きなどに関わる学習活動を通して， 日常生活に関わりのある生命や

自然について関心をもって調べることができる。

1

教師と一緒に公園や野山などの自然に触れることや生き物に興味や関心

をもつことなどに関わる学習活動を通して， 身の回りにある生命や自然に

気付き， それを教師と一緒にみんなに伝えようとすることができる。

2

小動物等を飼育し生き物への興味・関心をもつことや天候の変化， 季節の

特徴に関心をもつことなどに関わる学習活動を通して，身近な生命や自然

の特徴や変化が分かり， それらを表現しようとすることができる。

3

身近にいる昆虫， 魚， 小鳥の飼育や草花などの栽培及び四季の変化や天

体の動きなどに関わる学習活動を通して，日常生活に関わりのある生命や

自然の特徴や変化が分かり， それらを表現することができる。

1
身の回りの生活の中で，物の重さに気付くことなどに関わる学習活動に通

して，身の回りにあるものの仕組みや働きについて関心をもつことができる。

2
身近な生活の中で，ものの仕組みなどに関わる学習活動を通して，身近に

あるものの仕組みや働きについて知る。

3
日常生活の中で，ものの仕組みなどに関わる学習活動を通して，ものの仕

組みや働きに関して関心をもって調べることができる。

1

身の回りの生活の中で，物の重さに気付くことなどに関わる学習活動に通

して，身の回りにあるものの仕組みや働きに気付き， それを教師と一緒にみ

んなに伝えようとすることができる。

2
身近な生活の中で，ものの仕組みなどに関わる学習活動を通して，身近に

あるものの仕組みや働きが分かり， それらを表現しようとすることができる。

3
日常生活の中で，ものの仕組みなどに関わる学習活動を通して，日常生活

の中で， ものの仕組みや働きが分かり， それらを表現することができる。

1

具体的な活動や体験を通して，自分のことに取り組もうとしたり，身近な

人々，社会及び自然に関心をもち，意欲をもって学んだり，生活に生かそうと

したりする。

2

具体的な活動や体験を通して，自分のことに取り組もうとしたり，身近な

人々，社会及び自然に自ら働きかけようとしたり，意欲や自信をもって学ん

だり，生活に生かそうとしたりする。

3

具体的な活動や体験を通して，自分のことに取り組んだり，身近な人々，社

会及び自然に自ら働きかけ， 意欲や自信をもって学んだり，生活を豊かに

しようとしたりする。

（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

学びに向かう力,人間性等 目標ウ

社会科

ウ地域の安全

社会科

ア社会参加と

きまり

社会科

エ産業と生活

職業・家庭科

家庭分野

C消費生活・

環境

社会科

ア社会参加と

きまり

社会科

イ公共施設と

制度

ウ地域の安全

エ産業と生活

オ我が国の

地理や歴史

理科

A生命

B地球・自然

理科

C物質・

エネルギー

上記項目

共通

コ社会の仕組みと

公共施設

シものの仕組みと働き

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

（ｱ）

（ｱ）

サ生命・自然

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

（ｱ）

知識及び

技能

ケきまり

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

（ｱ）

ク金銭の扱い

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

（ｱ）

キ手伝い・仕事

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

（ｱ）

カ役割

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

（ｱ）

オ人との関わり

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

（ｱ）

（ｱ）

エ遊び

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

（ｱ）

目     標

小

学

部

生

活

科

ア基本的生活習慣

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

（ｱ）

イ安全

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

（ｱ）

ウ日課・予定

知識及び

技能
（ｲ）

思考力,

判断力,

表現力等

共通

中学部の各教科及び道徳科の
目標及び内容に関する事項の一
部又は全部を，当該各教科に相
当する小学部の各教科及び道徳
科の目標及び内容に関する事項
の一部又は全部によって，替えるこ
とができること。
『特別支援学校小学部・中学部学習指導要領 第１章 総則
第８節重複障害者等に関する重複障害者等に関する教育課
程の取扱い １の（４）』

２ 研究２年目（令和５年度）について

（２）研究の実際

イ 中学部１～３年の「社会」年間指導計画の作成
④学年が上がるにつれて扱う内容が1段階から２段階へと高度に
なることと、各学年の校外活動や宿泊行事等の日程も踏まえ、
学年別に年間の単元を配列する。

54

「中学部社会」の
単元配列表・
目標一覧

学年別に年間の単元配列
・学年が上がるにつれて扱う内容が
1段階から２段階へと高度になる。
・校外活動や宿泊等行事の日程を考慮

社会

55

年間指導計画で扱われていない
｢中 学 部 社 会 科｣の 内 容 は 、
｢各教科等を合わせた指導｣で扱う。

社会学習指導要領のどの内容を
扱っているか明確に

１単元４～５時間

２ 研究２年目（令和５年度）について

（２）研究の実際

「中学部理科」の
単元配列表・
目標一覧

イ 中学部１～３年の「理科」年間指導計画の作成
④学年が上がるにつれて扱う内容が1段階から２段階へと高度に
なることと、季節と、各学年の校外活動の日程も踏まえ、
学年別に年間の単元を配列する。

56

学年別に年間の単元配列
・学年が上がるにつれて扱う内容が
1段階から２段階へと高度になる。
・季節を考慮
・校外活動の日程を考慮

理科
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単元配列表を基に
・実施時期（季節）の検討
・学習内容の検討
・必要物品の洗い出し
をして単元計画(素案) 作成

理科

57

小学校３、４年の
理科年間指導計画､作成資料

から
・単元の実施時期
・具体的な学習内容

を参考にして
年間指導計画 作成

理科

58

59

理科 ２ 研究２年目（令和５年度）について

（２）研究の実際

「中学部社会」
の単元配列表・
年間指導計画

作成

ウ 具体的な授業内容の検討
身の回りのことや生活に関わる簡単なものを取り扱い、
安全に十分配慮した、具体的･体験的な学習を重視した、
単元ごとの目標を達成する授業内容を検討する。
その際、小学校３・４年の教科書を参考にする。

。 ・通常の小学校において、
｢社会｣の学習で最初に取り上げる単元

・校外活動や宿泊行事に関連した単元
・具体的な活動や体験を通して学ぶ単元
・地域資源を活用した教育活動を設定
できる単元

・自立と社会参加を目指し、生活に生かす
ことができる単元 60

社会

同時並行
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61

「学校の回りの地図をつくろう」
【めあて】学校の回りは、

どのような様子
なのだろうか。

１ 学校や郵便局、図書館など
自分の知っている建物を
記入した地図を作る。

２ 発表
３ まとめ

東京都２３区の白地図の板橋

区にシール貼りまたは色塗りを

し、板橋区の位置を確認する。

Google earthで高島特別支

援学校を検索し、拡大・縮小を

生徒と一緒に行い、学校の位

置や学校の回りの施設等を確

認する。

・アド街風「板橋調べ」
→先生や家族から板橋の好き
な場所をアンケートし、どんなと
ころが人気か等を調査してまと
める。
・「みんなの町の好きマップ」
→駅、レストラン、スーパー、公
園など、地域にどんな場所があ
るか知る。白地図に貼って、掲
示する。

具体的な学習内容を、
学習指導要領（解説を含む）の
特別支援学校中学部社会科と
小学校３・４年社会を確認しながら、
意見を出し合う。

社会

62

１段階 カ外国の様子 （ア） ２段階 イ公共施設と制度 （イ）

社会教材例

２ 研究２年目（令和５年度）について

（２）研究の実際

「中学部理科」
の単元配列表・
年間指導計画

作成

ウ 具体的な授業内容の検討
身の回りのことや生活に関わる簡単なものを取り扱い、
安全に十分配慮した、具体的･体験的な学習を重視した、
単元ごとの目標を達成する授業内容を検討する。
その際、小学校３・４年の教科書を参考にする。

。

・観察・実験を通して学ぶ単元
・自然に親しむ活動（栽培･飼育･自然に
触れ合う体験等）を通して学ぶ単元

・地域の自然や施設などを活用した単元
・実際の生活に生かすことができる単元

63

理科

同時並行

64

中学部１段階 Ａ生命 ア身の回りの生物【昆虫や植物の育ち方】

理科検討例①
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65

中学部１年 「植物を育てよう」

・栽培が簡単で､身近にみられるもので､夏生一年生の双子葉植物

を扱う。 オクラの栽培、観察

①種まき
②芽が出た後の様子
③植物の育ち方 ・子葉と本葉

・葉～花～果実～
と一定の順序

④収穫…生活単元学習と関連

理科具体的な授業内容の検討 必要な教材・教具、実験器具の予算の検討

令和６年度 予算申請物品

①野菜の種シリーズ「オクラ」
②スリットポット１０号
③培養土
④追肥 など

新１年生は、クリップボードを
私費購入して３年間使用できる
ように検討

理科

66

67

中学部１段階 Ｃ物質・エネルギー【風やゴムの力の働き】

理科検討例②

68

導入で、ポリエチレンの袋

で風を受け止めて手ごたえ

を感じる。

いろいろな太さのゴムを

引っ張る。などを行う。

風の力の大きさの違いから

動く様子を予想し、

サーキュレーターと

ウィンドカーを使って、

実験を行う。

ゴムの力の大きさの違い

から動く様子を予想し、

ゴムの本数や太さを変えて、

ロケットカーを動かす

実験を行う。

ポリエチレン袋、ゴム、

サーキュレーター、理科

教材｢風やゴムのはたらき｣

（私費購入？公費購入？）

などの購入が必要。

理科具体的な授業内容の検討
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69

中学部１年 「風やゴムで動かそう」（５時間扱い）

・観察、実験などの際、生徒の実態に応じて、風の強さ（ゴムの伸び）
などと物の動きとの関係を簡単な表や画像、動画記録などを使って
整理すること

単元計画（素案）

①風で動く車にうちわであおいで動きの様子を観察する。

②⾞に当てる⾵の強さを変えたときの⾞の進む距離を⽐べながら調べる。

③ゴムで動く車で遊んで、ゴムを引く長さや本数を変えたときなどの

動きの様子を観察する。

④ゴムの伸ばし⽅を変えたときの⾞の進む距離を⽐べながら調べる。

⑤風やゴムで動く車を的の中に止める活動

理科

70

令和６年度 予算申請物品

①アーテック
｢風やゴムのはたらき Ｒ型｣

理科必要や教材・教具、実験器具の予算の検討

①学習指導要領に準拠した単元配列表を作成することができた。

②単元配列表に基づき､｢社会｣の時間の指導と｢各教科等を合わせた指導｣､

それぞれで扱う「中学部社会科」の内容を合わせることで、

学習指導要領の「中学部社会科」の内容をすべて網羅し、

扱う学年や時期を配慮し、地域資源の活用や体験を重視した

単元を配列した年間指導計画を作成することができた。

③来年度、「社会」の時間の指導を円滑に実施するため、

今年度中に教材準備に取り掛かることができた。

２ 研究２年目（令和５年度）について

（３）成果

71

社会

①学習指導要領に準拠した単元配列表を作成することができた。

②単元配列表に基づき､学習指導要領の｢中学部理科｣のすべての

内容を網羅した、扱う学年や時期･季節を配慮し、かつ安全で、

観察や実験､地域資源の活用を重視した単元を配列した年間指導計画

を作成することができた。

③来年度、「理科」の時間の指導を円滑に実施するために

必要な教材・教具、実験器具を予算申請することができた。

２ 研究２年目（令和５年度）について

（３）成果

72

理科
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２ 研究２年目（令和５年度）について

（４）課題

73

①妥当性

「社会」/「理科」の時間の指導の実践の積み重ね

令和６年度採択｢小学部生活科｣の知的障害者用著作教科書
「星本」、令和７年度採択「中学部社会科」/「中学部理科」
の「星本」の確認

関係する教科部会（生活・日常生活の指導や生活単元学習
など各教科等を合わせた指導）との確認

２ 研究２年目（令和５年度）について

（４）課題

74

②効果的な指導

個々の児童の実態に即して，教科別の指導を行うほか，必要に応じて各教科，
道徳科，外国語活動，特別活動及び自立活動を合わせて指導を行うなど，効果
的な指導方法を工夫するものとする。その際，各教科等において育成を目指す
資質・能力を明らかにし，各教科等の内容間の関連を十分に図るよう配慮する
も の と す る 。

『特別支援学校小学部・中学部学習指導要領 第２章 第１節小学部 第２款 第２指導計画の作成と各教科全体にわたる内容の取扱い ２』

「社会」/「理科」の時間の指導と「各教科等を合わせた指導」
どちらが効果的か
「社会」/「理科」の時間の指導と「各教科等を合わせた指導」
との関連

２ 研究２年目（令和５年度）について

（４）課題

小学部又は中学部の各学年における第２章以下に示す各教科（知的障害者

である生徒に対する教育を行う特別支援学校の中学部において，外国語科を

設ける場合を含む。以下同じ。），道徳科，外国語活動（知的障害者である児

童に対する教育を行う特別支援学校の小学部において，外国語活動を設ける

場合を含む。以下同じ。），総合的な学習の時間，特別活動（学級活動（学校

給食に係る時間を除く。）に限る。以下，この項，イ及びカにおいて同じ。）

及び自立活動（以下「各教科等」という。）の総授業時数は，小学校又は中

学校の各学年における総授業時数に準ずるものとする。この場合，各教科等

の目標及び内容を考慮し，それぞれの年間の授業時数を適切に定めるものと

する。 『特別支援学校小学部・中学部学習指導要領第１章 第３節の３ （２）授業時数等の取扱い ア』

75

２ 研究２年目（令和５年度）について

（４）課題

76

「社会」/「理科」の時間の指導の授業時数と
｢各教科等を合わせた指導｣の中で
｢中学部社会科｣/「中学部理科」の内容を扱う時間の検討

※中学校社会：１年105時間・２年１０５時間・３年140時間/中学校理科：１年105時間・２年1４０時間・３年140時間

各 教 科 等 を 合 わ せ て 指 導 を 行 う 場 合 に お い て ， 取 り 扱 わ れ る 教 科 等
の内容を基に，児童生徒の知的障害の状態や経験等に応じて ，具体的に指導内容
を設定し，指導内容に適した時数を配当するようにすることが大切である。

指導に要する授業時数をあらかじめ算定し，関連する教科等を教科等別に指導
する場合の授業時数の合計と概ね一致するように計画する必要がある。

『特別支援学校学習指導要領解説各教科等編（小学部・中学部）第４章 第２節 ４指導内容の設定と授業時数の配当』

各 教 科 等 の 適 切 な 授 業 時 数 を 定 め る 場 合 に は ， 簡 単 に 同 じ 授 業 時 数 に す
る と い うの で は な く ， 学 校 にお い て ， 主 体 的 な 立 場か ら 弾力 的な 教 育 課 程 の 編 成
を 主 眼 と し て ， 学 校 や 児 童 生 徒 の 実 態 に 即 し て 行 う よ う 留 意 す る こ と が 必 要 で あ
る。 『特別支援学校学習指導要領解説 総則編（小学部・中学部） 第３編 第２章 第３節の３の（２） ①年間の授業時数の取扱い』
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２ 研究２年目（令和５年度）について

（４）課題

77

（ 前 略 ） 各 教 科 ， 道 徳 科 ， 外 国 語 活 動 及 び 特 別 活 動 ， 自 立 活 動 それ
ぞれの指導目標，指導内容の関連を検討し，指導内容の不必要な重複を避けたり，
重要な指導内容が欠落したりしないように配慮するとともに，指導の時期，時間
配分，指導方法などに関しても相互の関連を考慮した上で計画が立てられること
が大切である。 『特別支援学校学習指導要領解説総則編（小学部・中学部）第２章第３節３のア(イ)各教科等及び各学年相互間の関連』

各教科等及び各学年相互間の関連を図り，系統的，発展的な指導ができ

るようにすること。
『特別支援学校小学部・中学部学習指導要領第１章総則第３節３教育課程の編成における共通的事項(３)指導計画の作成等に当たっての配慮事項アの(イ)』

各教科等と各学年相互間の関連
指導内容の不必要な重複と重要な指導内容の欠落を避ける。
指導の時期・時間配分・指導方法の関連を考慮する。

２ 研究２年目（令和５年度）について

（４）課題

（前略）各教科等との関連を明示した書式を工夫することも考えられる。
例えば，学年の全教育活動を視野に入れることができるように，総合的な学習の
時間における単元と，各教科等の単元を配置することに加え，相互の関連を線で
結べば，１年間の流れの中で各教科等との関連を見通した年間指導計画（単元配列
表）を作成することができる。

特に，単元名や学習活動だけでなく，育成を目指す資質・能力が記され，それ
らが相互に関連することが示されれば，それぞれの学習活動は一層充実し，資質・
能力が確かに育成される。総合的な学習の時間において，各教科等で育成された
資質・能力が発揮されたり，逆に総合的な学習の時間で育成された資質・能力が
各教科等の学習活動で活用されたりといったことを生徒が経験することによっ
て，身に付けた資質・能力は汎用的な資質・能力として育成される。

『中学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編 第６章 第２節 ２作成及び実施上の配慮事項 （3）各教科等との関連を明らかにすること』

参考

78

２ 研究２年目（令和５年度）について

（４）課題

79

参考

『小学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編 第６章 第２節 ２作成及び実施上の配慮事項 （3）各教科等との関連を明らかにすること』

教科等横断的な視点
資質・能力の確かな育成と汎用的な資質・能力の育成

２ 研究２年目（令和５年度）について

（４）課題

80

③高等部への引継ぎ

板橋特別支援学校・練馬特別支援学校（高等部）との連携

・引継ぎ手段の構築による学びの連続性の保証

・中学部３年間と高等部３年間、合計６年間における、

学習指導要領の｢中学部社会科｣/「中学部理科」と

｢高等部社会科｣/「高等部理科」の内容の扱いについて

の検討


